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平成２２年 第３回沼田町議会定例会（１日目）会議録 

 

                      平成２２年 ９月１６日（木） 

                      午前１０時００分  開 会 

１．出席議員 

  議 長 ９番 杉 本 邦 雄 議員    １番 津 川   均 議員 

      ２番 横 山 忠 男 議員    ３番 高 田   勲 議員 

      ４番 大 沼 恒 雄 議員    ５番 絵 内 勝 己 議員 

      ６番 上 野 敏 夫 議員    ７番 橋 場   守 議員 

      ８番 中 村 保 夫 議員   １０番 渡 邊 敏 昭 議員 

 

２．欠席議員  なし 

  

３．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名 

  町   長  西 田 篤 正 君  監 査 委 員  山 木 一 男 君 

  教育委員長  植 木 和 美 君  農業委員会長  中 山   勝 君  

 

４．町長の委任を受けて出席した説明員 

  副町長      生 沼 篤 司 君  総務課長     神   憲 彦 君   

地域開発課長 横 山   茂 君  財政課長     辻 山 典 哉 君   

農業振興課長 栗 中 一 弘 君   住民生活課長 辻   広 治 君   

建設課長    谷 口   勲  君   保健福祉課長 吉 田 憲 司 君 

和風園園長  中 山 利 之  君  旭寿園園長  浅 野 信 行  君 

    

５．教育委員会委員長の委任を受けて出席した説明員 

  教育長       松 田   剛 君   次  長     後 藤 一 昭  君 

 

６．職務のため、会議に出席した者の職氏名 

  事務局長     金 平  嘉 則  君  書   記      川 嶋   智   君 
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７．付議案件は次のとおり 

（議件番号）     （件   名） 

会議録署名議員の指名 

会期の決定 

議長の諸般報告 

認定第 １号    平成２１年度沼田町一般会計等歳入歳出決算認定について 

認定第 ２号  平成２１年度沼田町水道事業会計歳入歳出決算認定について 

産建民生所管事務調査報告 

町長の一般行政報告並びに教育長の教育行政報告 

一般質問 

議案第６６号  沼田町過疎地域自立促進市町村計画について 

議案第６７号  平成２２年度沼田町一般会計補正予算について 

議案第６８号  平成２２年度沼田町水道事業会計補正予算について 

議案第６９号  教育委員会委員の任命について 

意見案第８号  道路の整備に関する意見書（案）について  

意見案第９号  森林・林業政策早急かつ確実な推進に関する意見書（案）につい

て  

意見案第１０号 B 型肝炎問題の早期全面解決を求める意見書（案）について  

 閉会中の所管事務調査の申し出について 
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開 会   １０時００分 

   

（開 会 宣 言） 

○議長（杉本邦雄議長）定例会を開会する前に出席者の説明員、並びに傍聴者の方々

へ議長より一言申し上げます。本日議員におきましては、軽装のまま議案の審議を

行いますことを予め申し沿えます。説明員におかれましても、上着を脱いで議会に

望んでいただきたいと議長より提案いたします。 

只今の出席議員数は１０人です。定足数に達していますので、本日をもって招集

されました、平成２２年３回沼田町議会定例会を開会いたします。これから本日の

会議を開きます。本日の議事日程はお手元に配布のとおりであります。 

   

（会議録署名議員の指名） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名

議員は、会議規則第１２０条の規定により、２番、横山議員、３番、高田議員を指

名致します。 

   

（会期の決定） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第２、会期の決定を議題と致します。会期につきまし

ては議会運営委員会で審議をされておりますので、議会運営委員長から報告を願い

ます。絵内委員長。 

（議会運営委員会報告 絵内委員長登壇） 

○委員長（絵内勝己委員長）おはようございます。私の方より委員長報告をさせて

いただきます。平成２２年第３回沼田町議会定例会の会期につきまして、議会運営

委員会の審議結果を報告申し上げます。去る９月９日午後３時から議会運営委員と

正副議長出席のもとに議会運営委員会を開催致しました。議会事務局より今定例会

の提出議案等の概要について説明を受けるとともに、議長からの諮問事項を受けた

ところであります。これによりますと、今定例会に提出される案件は、諸般報告１

件、行政報告２件、一般質問、町長に対して６人７件、教育長に対して２人２件、

更に決算認定２件、計画１件、平成２２年度補正予算案２件、任命１件、この他議

長に提出されました、請願、陳情３件のうち、３件を上程すべきものとして取り扱

うことで意見の一致をみたところであります。以上付議事件全般について審議致し

ました。結果、今定例会の会期としては、本日１６日木曜日から１７日金曜日まで

の２日間とすることで意見の一致をみております。以上を申し上げまして、議会運

営委員会の報告と致します。 

○議長（杉本邦雄議長）委員長の報告が終わりました。お諮り致します。本定例会
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の会期は委員長の報告のとおり本日から１７日までの２日間に致したいと思います

がこれにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、会期は本日から１７日ま

での２日間に決しました。 

 

（諸 般 報 告） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第３、議長の諸般報告については、前定例会以降の議会

の動静、例月出納検査結果報告書、健全化判断比率報告書、資金不足比率報告書を提

出致しましたのでご覧願います。 

 

（平成２１年度沼田町一般会計等歳入歳出決算認定） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第４、認定第１号、平成２１年度沼田町一般会計等歳

入歳出決算認定についてを議題と致します。本件は決算審査特別委員会で審査する

ことに致したいので、簡潔に提案の説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（辻山典哉課長）認定第１号、平成２１年度沼田町一般会計等歳入歳出

決算認定について。地方自治法第２３３条第３項の規定により平成２１年度沼田町

一般会計等歳入歳出決算を別冊監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。平成

２２年９月１６日提出、町長名でございます。 

○議長（杉本邦雄議長）次に監査委員の決算審査報告を求めます。山木代表監査委

員。 

（山木一男代表監査委員 登壇） 

○代表監査委員（山木一男委員）平成２１年度沼田町歳入歳出決算審査意見書。地

方自治法第２３３条第２項の規定によって、平成２１年度沼田町一般会計及び各特

別会計歳入歳出決算並びに関係帳簿、証書類を審査した結果、その意見は下記のと

おりである。 

［以下、議案意見書を朗読。］ 

○議長（杉本邦雄議長）監査委員の報告が終わりました。お諮り致します。只今議

題となっています認定第１号は決算審査特別委員会を設置してその審査を付託し、

次期定例会まで閉会中の継続審査に致したいと思います。更に本特別委員会に地方

自治法第９８条第１項の規定による検閲、検査権を付与致したいと思いますのでこ

れにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員
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会を設置し、これに地方自治法第９８条第１項の規定による検閲、検査権を付与し

て、その審査を付託し、時期定例会までの閉会中の継続審査とすることに決しまし

た。 

 

（平成２１年度沼田町水道事業会計歳入歳出決算認定） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第５、認定第２号、平成２１年度沼田町水道事業会計

歳入歳出決算認定についてを議題と致します。本件は決算審査特別委員会で審査す

ることに致したいので、簡潔に提案の説明を求めます。建設課長。 

○建設課長（谷口 勲課長）認定第２号、平成２１年度沼田町水道事業会計歳入歳

出決算認定について。地方公営企業法第３０条第４項の規定により平成２１年度沼

田町水道事業会計歳入歳出決算を別冊監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。

平成２２年９月１６日提出、町長名でございます。 

○議長（杉本邦雄議長）次に監査委員の決算審査報告を求めます。山木代表監査委

員。 

（山木一男代表監査委員 登壇） 

○代表監査委員（山木一男委員）平成２１年度沼田町水道事業会計決算審査意見書。

地方公営企業法第３０条第２項の規定によって、平成２１年度沼田町水道事業会計

の決算並びに関係帳簿、証書類を審査した結果、その意見は下記のとおりである。 

［以下、議案意見書を朗読。］ 

○議長（杉本邦雄議長）監査委員の報告が終わりました。お諮り致します。只今議

題となっています認定第２号は決算審査特別委員会を設置してその審査を付託し、

次期定例会まで閉会中の継続審査に致したいと思います。更に本特別委員会に地方

自治法第９８条第１項の規定による検閲、検査権を付与致したいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員

会を設置し、これに地方自治法第９８条第１項の規定による検閲、検査権を付与し

て、その審査を付託し、時期定例会までの閉会中の継続審査とすることに決しまし

た。 

 

（産建民生常任委員会所管事務調査報告） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第６、産建民生常任委員会所管事務調査報告を議題と

致します。委員長の報告を求めます。中村委員長。 

（中村委員長 登壇） 

○委員長（中村保夫委員長）産建民生常任委員会所管事務調査報告。本委員会は申
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し出た案件について調査を終了したので、その結果を次の通り会議規則第７７条の

規程により報告する。 

（以下、報告書を朗読） 

○議長（杉本邦雄議長）委員長の報告が終わりました。これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。お諮り致します。

本件は委員長報告のとおり受理することにご異議ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって本件は委員長報告のとおり

受理することに決しました。 

 

（町長の一般行政報告並びに教育長の教育行政報告） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第７、町長の一般行政報告並びに教育長の教育行政報

告を議題と致します。始めに町長。 

（西田篤正町長 登壇） 

○町長（西田篤正町長）おはようございます。平成２２年第３回の定例会を招集申

し上げましたところ、多用中にも係わらず全議員の出席を賜りましたことをまずも

ってお礼を申し上げたいという風に思います。一般行政報告に入る前に一言お礼を

申し上げたいと言う風に思いますが、去る８月の２７、２８日に行われました、第

３４回の夜高あんどん祭りにつきましては、名実共に北海道を代表する祭りに成長

したという実感を与えるような、非常に素晴らしい祭りが展開をされました。実行

委員会の発表によりますと、８万３千人、２日間で８万３千人のお客さんが来たと

いうことでありますけれども、実行委員会並びに各あんどん連、あるいは関係の皆

さん方に心から感謝とお礼を申し上げたいという風に思っているところであります。 

明年は３５回目を迎えるわけでありますし、小矢部市との姉妹都市の提携１０周年

の記念すべき年でありますので、町民の１人１人の心に残る記念事業として、周年

事業として盛大に実施することを考えていく所存でありますのでご理解を賜りたい

という風に思います。 

 それでは一般行政報告を申し上げます。 

（以下、一般行政執行方針を朗読） 

○議長（杉本邦雄議長）次に教育長。 

（松田 剛教育長 登壇） 

○教育長（松田 剛教育長）教育行政報告を申し上げます。 

（以下、教育行政執行方針を朗読） 
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○議長（杉本邦雄議長）以上で行政報告を終わります。ここで休憩と致します。な

お、午後の開会は１時と致します。 

１０時５１分 休憩 

 

１３時００分 再開 

 

○議長（杉本邦雄議長）再開致します。日程第８、一般質問を行います。はじめに

町長に対して一般質問を行います、通告順に順次発言を許します。３番、高田議員、

「就業支援センター退所者への定住支援について」を質問して下さい。 

○３番（高田 勲議員）３番高田でございます。私は就業支援センター退所者への

定住に対する支援について町長のお考えをお伺いしたいという風に思います。 

 就業支援センターが、私の記憶ですと平成１９年の１０月という風に記憶してお

りますが、開設されましてから約３年が経過しようとしています。町民の皆さんの

それぞれの多岐に渡る様々な思いの中で開設された就業支援センターでありますが、

当然と言えば当然ではありますが、開設後さほど大きな事故、あるいは事件等がな

く３年を経過しようとしていることは大変喜ばしいことだなという風に感じており

ます。 

 誘致活動と言いましょうか、色々今から４年前なんですけれども喧々諤々論議を

行っていた平成１８年の当時私はまだ議員の職にはあらず、１人の町民として住民

説明会や、勉強会に幾度となく参加しておりました、町長はその中で就業支援セン

ターで生活し、１年間実習農場で研修をしたものは、退所後も希望するのであれば

町内に在住していただき、将来は農場の指導者と等に育てることも視野に入れて行

くという風にお話してたのかなという風に記憶してございます。 

 開設後３年が経過しようとしている就業支援センターですが、今まで十数人の子

ども達、寮生がセンターを後に致しました。私は日常生活の中で個人的に寮生たち

とお話をする機会があるのですが、退所した人の中には数名本当は沼田に住みたか

ったんだよっていう人が、数人ですけどもいたのが事実であります。 

 今現在１名の者が町内に在住しながら、農業に就労しておりますが、町の町内在

住希望者に対する、退所者のですね、町内の在住希望者に対する対応とか支援が、

ちょっと不足してるといったら言葉悪いすが、ちょっと後手に回って遅れているの

かなという風に今感じております。 

 今までのこのような町内在住希望者が、町として把握していたかどうかも含めて

対応状況がどうであったのかなという話。それから今後このような沼田に住みたい、

退所したら沼田に住みたいと思っていた子供がいた場合どのように対応するのかを

まず１点伺いたいという風に思います。 
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 また、退所者とは言えまだ二十歳前後の非常に若い若者であります、少年であり

ます。日常のですね、些細な相談事とかちょっとした悩みなんかは、明日萌の会と

かすずらんの会の人たちが係わりを持ちながら、聞いてあげることができますが、

本当に生活や仕事の根本に係わる非常に重要なことでは、事は私達でもそのような

相談に乗るのは無理ですし、当然役場の職員の人でも無理なのかなという風に思い

ます。本当に今現在は何かトラブル、トラブルと言いますか、トラブルが起こる手

前なんですけれども、そういうことがありますと、数名の本当に献身的なボランテ

ィアの人たちにより支えられているのかなといわざるを得ません。専門的な知識や

技術を持った人による定期的な精神面のケアが必要なのかなという風に感じており

ます。就業支援センターの監察官や、保護司の人しかこれは出来ないのかな、今現

在では出来ないのかなという風に思いますが、色んな法の問題があってセンターを

出た子ども達にシエンセンターの職員が係わるというのは、何か今の法の下では出

来ないという風に聞いた事もありますけれども、これらについては法の整備も含め

て国に強く対応を求めるしかないのかなという風に思います。人口４０００人を目

指す本町にとり、多くの人が住んでもらう仕組みを作るのも大変ですけれども、片

方でこういう風な１人１人の想いを温かく迎え入れるまちづくりというのも非常に

重要なのかなという風に思います。国の法整備に対して、町長も努力されてると思

いますが、今後この辺をどのように国に要請していくのかということを２点、ご質

問したいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（西田篤正町長）ご質問の内容２点ほどでありますけれども、既に実情等に

ついては十分承知の上でのご質問だという風に思いますんで、私の方から簡略に説

明させて頂きたいと思いますが、なおあの説明の段階で個人的なプライバシニーに

係わる点もですね中にあろうかという風に思いますんで、そういうところがありま

したら、後ほど議事録の方の削除をお願いを申し上げたいとそんな風に思います。 

 ご指摘のようにですね１９年の１０月に開設して以来、国も初めての仕事であり

ますし、もちろん受けた私どもも初めての仕事でありまして、様々な課題って言い

ますか、問題って言いますか、色んなことがありました。その中で私どもとして行

政がやれる範囲のことは十分努力をさせていただいておりますけれども、やはりあ

のご指摘のように明日萌会ですとか、すずらんの会ですとかそれからあのそれぞれ

のボランティアの皆さん方の大変なご協力のお陰で大きな事件、事故もなくですね

来ているなと、本当にあの感謝を申し上げたいという風に思っているところであり

ますけれども。 

 この３年になりますけれども、とにかくやっぱり、国の役所のですね壁の厚さっ

て言いますか、特にその法務省っていうのは法律でしか動かない役所だということ
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ですから。色んなその法の運用面とかそういう解釈とか全くしないところですね、

ですから自分達の仕事っていうのは法律の決まってる範囲できちっとやること、そ

れが最高の仕事だという風に考えてるようでありますんで、要するにその子供たち

のケアをする部分についても、自分達に与えられた仕事というのは法律の範囲内、

それ以上は私達がやるとこれは越権行為になりますよという考え方が非常に強い。 

ですから今回のこの子供の問題に対しても、今申し上げましたように初めて事業

でありますから想定外のことはそれはかなり出てくる、それは確かですけれども、

その話し合いをすること自体がやっぱりなかなか難しいといいますかね、いやそれ

は法律にない、決めにないとそういう考え方がやっぱり全面に出てきますんで非常

に苦労してるところでありますけれども。 

今まであのご承知の通り、１０名、１２名が修了して行きまして、沼田に１人、

それから北空知に１人という事で残っていらっしゃいます。その他に数名沼田に住

みたかったというお話でありましたけども、これは入所中の、センターに入所中の

その子ども達の対応というのは私どもには全然まったく権限がありませんですね、

センターの保護監察官がその対応をして、私どもはその状況を町に早く教えてくだ

さいと、沼田を希望してる、沼田で働きたい、沼田に住んで生きたいという子供が

いるんであれば早い時期に教えてください、そうでなければ仕事の斡旋も出来ませ

んよということを度々こう言ってるんですけれども中々そのあれが上手く行かない。 

最近になってその役場の関係課との調整も月１回を今２回に増やしていますから、

やっとそういう状況が少し出て来たのかなと、それと併せてそういう状況が生まれ

たというのはやはりあの、私どもとしても国に対してはですね、このままだったら

何の意味も成しませんよと、要するにその修了した後のケアが全くない。そのケア

がない限り一本立ちは出来ないですよという話を何回もさせていただいています。

て言いますのは少年たちが決して悪いという事ではなくてですね、少年院の中で訓

練、育てられる時は規律を守ってきちっと枠の中で育てられてますから、それ以外

の事をすると言う事は全く経験が無い、例えば終わった子供が極端に言いますと、

自分で住宅料払い水道料払い、健康保険料払って生活する能力というのはゼロです。

でそれじゃあそれを誰がそれを支援するんですかっていう話しなんですけれども、

今実際農家に雇っていただいてますけれども、相当な苦労してやっといまあの関係

が上手く出来上がってきたという状況のようでありますから、そうしたことをその

サポートする。 

例えばですね、今北空知を入れて２人いますけれども、これからこれが制度が続

くとすれば、かなりの数で北空知管内にその定住する方が出てくるだろうと、でそ

の時に週に１回位巡回して回って生活指導できるような、あるいは相談を受けれる

ようなシステムを作ってくれということをまず法務省に言っております。 
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それと１番問題なのはそういう子供たちに母親代わりになるそういう人たちがい

ないんだということはもう明らかなわけでありますから、今のセンターでやってい

る給食の外部委託をやめなさいと、あそこにいる調理をやっていただいている人を

センター直接の賃金で雇う職員にして、お母さん、おばさんという事で子ども達が

頼れるような存在の人を雇いなさいと、この２点を、その他に赤字の補填の問題で

すとか様々言ってますけれども、大きくはその２点を今法務省に要求しております。

そうしない限りこの制度は今あの大人の分の自立促進センターというのも、３箇所

のうち今２箇所、１箇所大変なあれやってますけどね、やってるんですけどもやっ

ぱり沼田の方式を習ってやってるんですよね、ですから当然そちらも同じような問

題が出ますよと、だからその辺については法の改正をしてでもやらなんきゃ駄目だ

ということを強く今要望しておりますし、そうしたあの私どもだけではその実態が

伝わらないだろうということで、実は去年だったですかね、明日萌会とすずらんの

会の代表の方を法務省まで派遣しました。でそこで懇談をしてやってきたんですけ

ども、帰ってきた、帰ってきて今の状況ですと何も俺達の話聞いたんだけどやって

くれないなってそう言ってますんで、進んでは行かないのかもしれませんけれども、

一歩一歩ですけどやっぱり進んできて、改善をしてきてます。 

例えばあの保護監察官、当初２名だったのがこれでは足りないって言ってあの要

望しましたら、今４名になっていますね。こういうようような状況もやっぱりやっ

てみなきゃ分からんかったということで大分反省はしておりますんで、今お話に出

ましたような件についてはですね、更に強く要望して行きたいという風に思います

し、前回も東京で法務省の方にお寄りした時には、やらないんだったら私どもはこ

の事業から手を引きますよ、っていうところまで言ってますんでね、向こうも相当

堪えてるだと思いますから、そうした今日のご質問の内容等もですねまた出かけま

すんで、その折に十分話しをさせていただいてやって行きたいなという風に思いま

す。 

沼田に住みたい、間もなくそういう子供１人また修了する子がいるんだそうです

けども、私どもとしてはさっき言ったように早くその子供との面談をして、町の方

にそのことを早く伝えてくださいと、そうでないと明日から沼田に住みたい、明日

から仕事行きたいったってそんなもの簡単にいく訳がないないんだから、調整する

のには１月や２月かかりますよっていうことで、今お話をしてるんですけれどもや

はりその子供も揺れ動くし、監察官もやっぱり慎重だっていいますかね、色々やっ

ぱり問題があるんだろうという風に思いますんで、その辺あの今日の質問も議会で

もこういう話しがあったということも伝えながらですね、またあの前に一歩出るよ

うな対応策を考えて行きたいとそんな風に思っております。 

○３番（高田 勲議員）議長。 
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○議長（杉本邦雄議長）はい、高田議員。 

○３番（高田 勲議員）はい、あの町長の頭の中にもあると思うんですけれども、

今もう既にですね沼田に住みたいなって言ってる子供が今、現在もセンターにいま

す。 

それで、何故彼らはですねこの町に住みたいと思うんだろうか、それはやっぱり

明日萌の会もそうですし、すずらんの会の女性の方々、あるいはボランティアで皆

さん、町民の皆さんが暖かく接してくれている、ことがですね一番の大きな要因だ

なという風に思います。 

あの子ども達と合ってですねよく話を聞いてみると、決して恵まれた環境では、

家庭環境では育ってないんですね彼らは。今まできっと体験したことのないですね

暖かさを感じてくれているのかなという風に思います。私も彼らと接する時には、

彼らを沼田に住みたいと思わせるのは、それは我々の彼らと常日頃接している我々

の仕事なんだな、僕達の役目なんだなと思いながらきっと明日萌の会の仲間なんか

も同じように気持ちで彼らと接してくれてるんだと思います。そして最後に出る言

葉は彼らに１年間一生懸命実習頑張って、１年過ぎたら是非沼田に住んでくれよ、

沼田に住んで一緒に夜高あんどんやろうよと言いながら、１年彼らと一緒に過ごす

わけですけれども、度々顔をあわせながら過ごすんですけれども、今現在もですね

やはり沼田に住みたいと思っている子どもがいて、何故すきっと行かないのかって

いうことになるとですね、仕事がないんです。町長もそのさっき早く言ってくれよ

って話ありましたけれども、確かにセンターの対応も遅いのかなと、こんなこと言

ったらセンターに怒られますけれども、遅いのかなって気はしてますけども、とに

かくそんな簡単に言っても仕事がないのが現状です。 

ここはですね原点に帰って実習農場で働いてもらう事はできないのかな、ってい

う風に思っています。１年間あそこで一応研修をしてきた彼らはですね、業務には

ある程度精通をしているはずです。中には非常に優秀な子もいまして、高校卒業程

度の学力を有する子供もいるのも現実です。しっかりとした将来ビジョンを持って

いる子も勿論います。こうなりたいって自分で強く望んでる子供もいます。その夢

が叶うまでですね、資格を取って夢が叶うまで実習農場で働いていただいて、沼田

に住んでいただいて夢に一歩近づいてもらう。ちょっと大袈裟かも知れませんけれ

ども、町独自の２次的な就業メニューを作れないのかなという風に最近考えてます。

町長の考えはいかがでございましょうか。 

話し若干変わりますけれども、民主党政権が発足してからちょうど１年が経過し

てます。コンクリートから人へとか、地域主権とかがテーマのようであります。本

町が独自の施策で少年の再チャレンジを支援を応援する姿を見て国や政府もですね、

きっと黙ってはいないだろうと法整備に力を入れてくれると思いますし、町長も法
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務省に出向いた際に町と、町でもこんなに頑張ってるんだよ、沼田スタイルをＰＲ

しやすいのじゃないかなという風に思います。 

何か私は支援センターって自民党政権のときに出来た再チャレンジのですね、代

表的な施設だと思うんですけれども、その施設がですね民主党のコンクリートから

人への発想で花を咲くのがなんか素晴らしいことかなっていう風に思ってるんです

けれども、全国初の施設だからこそ沼田方式をもっと実践して、沼田方式を発信す

ることが非常に大切かなという風に思いますが、町長の考えを伺いしたいと思いま

す。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（西田篤正町長）おっしゃる通りやっぱり沼田の方、明日萌会あるいはすず

らんの会始めですね様々な場面でやはり温かく接してくれるというのが子供にとっ

て一番やっぱり心の安らぎになるっていいますかね、本当にあのそれはもう肌で感

じてるというお話しも聞かされますので、これはあの沼田町、沼田の町民の独特の

やっぱり温かさなのかなという風に思ってるところでありますけれども。 

仕事がないっていうことを、のお話しですけれども私どもやっぱりそうした子供

のためにですね、事前にそういうところが分かればそういう対応もさせて頂きたい

という風に思いますし、地元の企業でもやっぱり季節的には雇用する場面もあるだ

ろうという風に思います。特にあの農業の実習をして農業をやりたいという事であ

れば、今沼田に入ってきましたエバーグリーンなんかも十分活用することが出来る

という風に思いますんで、そうした活用したいなと。 

それから地元に今居る人についてもですね、冬期間になるとやっぱり仕事が、農

業がありませんので、どっかで働きたいということの今申し出がありますんで、こ

れはあの私どもとしてもなんだかの形でやっぱり雇用、そのない期間だけですね雇

用するような方向で今検討中でありますし、そうした事はやっぱり、厳しいながら

もやっぱりやれば出来るんでないかなとそんな風に思ってますんで、また色んな面

でお世話になると思いますけれどもよろしくお願いをしたいという風に思います。 

町の頑張りっていうのは法務省も理解をしていただいて、沼田がなければ、ある

いは沼田が潰れればこれ全国で展開してるの全部駄目になる、そういう思いで対応

はしてくれるんですけれども、やはり頭がやっぱり私どもと同じように固くてです

ね、中々やっぱり領域を超えられないというのが実態だろうという風に思いますん

で、徐々にそういう頭を何ていいますかやわらかくしていただくような方向で努力

もさせて頂きたいと思いますし、当初ですね２人の保護監察官が来てそのお二人今、

色んな方から聞くとやっぱりその二人はちょっと違ったって言いますかね、素晴ら

しい人やっぱり最初にはよこすんだなっていうお話しで諦めてるようでありますけ

れども、やっぱりそれなりの人をよこしてやっぱりそれなりの対応をして、その人
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たちもやっぱり沼田の受けた状況っていうのを良く知ってたわけですね。だけど次

に来た人たちは１年いて一遍に替わったりですね、それから２人も一遍に替えられ

たりということで、そういう引継ぎも十分出来ないような状況の異動があったと、

これもあの抗議をしました。こんなことをやっとったらどうするんだということで

お話しをしましたら、本署の方は知らない状況だったんでこれはあの直す、改めま

すからというお詫びの電話をいただいたりしてますけれども。一つずつ気がついた

ことがあれば申し入れいただければですね、私どもも出た折には必ず寄りますんで、

その場所で何とかですね国の施策として実施したこの事業、しかもやっぱりあの結

果的には犯罪者がそして自立更生できるということはやっぱり日本の国にとっても

素晴らしいことですから、町として出来ることの最大限の努力をしたいという風に

思いますんで、今後とも又ご支援をいただければという風に思っております。 

そしてご質問あった修了者を実習農場でどうだという話しですけれども、これは

逆に言うとセンターの方では駄目だというんですよ、というのは新しく入ってきた

子供との関係がやっぱり上手く出来ないというんですね。ですからこれもやっぱり

最初のその言った固さの考えだろうという風に思いますんで、そうしたことのご提

言があったということもお話しをして、私どもとしては出来ればそういうの総体的

に動かさないと中々出来ませんのでね、そんな理解を求める努力をさせて頂きたい

という風に思います。 

役場の中も今３箇所係わってるんでありますけれども、できれば将来やっぱりそ

こ専門的にセンターとの関連はそこ、部署はここですよっていうようなことで対応

できるようなシステムにしなきゃならんかなという風に思ってますんでご理解頂き

たいという風に思います。 

○３番（高田 勲議員）終わります。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、それでは次に移ります。５番、絵内議員「加工場に

ついて」を質問して下さい。 

○５番（絵内勝己議員）加工場についてと題しまして、ご質問をさせて頂きたいと

思います。 

今年も天気がいかったためにそれぞれ多くのトマトの生産があったところであり

ますけれども、それでトマトジュースの将来についてどのように考えていらっしゃ

るかお伺いをしたいと思います。それぞれ働いておられる臨時の職員の皆さん方も

それぞれ時間差をつけて、非常に３０分早くから夜遅くまでそれぞれ頑張っていた

だいておるんですけれども、ちょうどトマトの出荷のピークの時に色々な関係等が

あるのも僕も理解はしないわけじゃないんですけれども、４日程休まざるを得ない

というそんなような状況下で動いております。 

それで１日に入ってくる量が大体、多い時ですけれども１５トン以上が入ってく
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るのが現状であります。そういった中において加工場で処理できる能力っていうの

が缶ですと１日に５トン位しか処理できないんです。これも一生懸命やっていただ

いての話しなんですけれども、それがあの他のもんに変えると更にその能力が落ち

てるのが現状であります。そういった意味において農家の皆さん方と言うのは、自

分も加工用のトマトを作らしてもらってる一人なんでありますけれども、農業の携

わる、またこういった生産する皆さん方っていうのはやはり、それぞれプライドを

持ってそれぞれやってるわけでありますけれども、いい物をいい時期に出荷したい

っていうのが誰しも同じなわけであります。丁度今年の天気が天気だったから尚更

早まった面もあるのかも知れませんけれども、非常のその最高のピークのときにト

マトのライン、ジュースを作るラインを休まざるを得ない状況下になってしまった

ために、組合員の皆さん方、生産組合員の皆さん方はトマトを出荷したくてもコン

テナはないわ、どうなってる。そしてトマトジュースは作ってないは、どうなっと

るんだってぷんぷんがあがあで僕の方にもそれぞれ電話をいただいたり、また農振

の方にもそれぞれ苦情を言いにいった方もいらっしゃるのかなとそんな感じしてお

ります。 

そういった意味におきまして、やはり良いものを良い状態で加工するっていうの

が本来の目的だと思うんであります。少なくとも今日受け入れしたやつは本来であ

れば、今日中に全部出来ないにしても処理していくっていうのが本来の目的でない

のかなって感じがしてるわけでありますけれども。今の状況から見ますと、非常に

多い時にはそれだけトン数入ってくる、そんな状況の中において１日の処理能力が

非常に少ないという状況下のなかにおいて、更に最高のピークの時に休まざるを得

ないという、そんな状況下にあったのが非常に残念なわけでありますけれども。 

そういったことを考えた時にトマトのラインをこれから、今年はもう大体ピーク

を終わったけでありますけれどもトマトの生産ラインを止めないで、流すような独

自な方法を取るべきだと思いますけれども町長そのへんいかがでしょうか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（西田篤正町長）あの、ご質問のですね生産ラインを止めたっていうの今初

めて聞いたんでちょっと答えようがないんですけどね、農業振興課長が知ってるん

であれば後で答えていただきますけれども、私の知ってるのはやはり非常に天候が

最初悪くて後でこう好天が続いたんで、製品が一斉に出てきてだぶついたっていう、

それで非常に迷惑を掛けたという、何件かの農家の皆さんがあるというのは聞いて

います。それは申し訳ないなという風に思っておりますけれども、ラインを止めた

というのは今初めてなもんですからね、ちょっと答えようがありませんので、農業

振興課長の方で分かってれば、答弁させて頂きたいという風に思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、農業振興課長。 
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○農業振興課長（栗中一弘課長）ラインを止めたというご質問のそれでございます

けれども、確かに４日間という風には聞いてはございませんけれども、主力商品の

トマトジュースの他に缶詰の製造もしておりまして、一定の企業から引き合いがご

ざいます。通常最盛期、トマトジュースの最盛期にあたりましては事前に在庫を持

ちまして、この期間中には缶詰の製造等しないでもすむような状況に準備を整えて

いるところではございますけれども、ばんやむかたなく業者の方から一定数量欲し

いということがございまして、それらの調整のために４日間はちょっと私も認識し

てございませんけれども、１日程度は止まっていたことはあるかという風に理解を

してございます。 

 そういった点では農家の方には本当にご迷惑をお掛けしたなという風に我々も反

省をしておりますし、そういったことのないように事前の在庫の取り方であります

とか、そういったことにつきましても今後十分留意をして、農家の方にせっかくあ

のいい製品をいい状態で納品しようというその意欲に十分応えられるように取り組

んで参りたいと思いますのでよろしくお願い申し上げます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、絵内議員。 

○５番（絵内勝己議員）農振の、決して悪くいうわけでありませんけれども、農振

の中でそういった右天狗っていうのも僕は悪い面もあるんでないのか、そんな感じ

しております。今回止まったのは実際には４日間ほど止まってるんですけれども、

その中に、ひとつに缶詰の関係も確かに僕も理解できるんですけれども、支援セン

ターからとうきびが、スイートコーンが入ってきてるんですよスイートコーンが。

スイートコーンは完全に１日は完全に止まっております。朝収穫したやつは夜中の、

夜の１１時過ぎまで職員の皆さん方頑張ってくれてるの分かるんですけれども、や

はり少なくともですね、同じ農振の中で何故もう少し始めの作付けの計画だとか、

それやらそんなひとつの出荷時期だとか、そういったもの調整だってできるはずな

んですよ。それをまったくされてなくてそんなような状況下なんです。で、あんま

りこれは言っちゃまずいのかも知れませんけれども、そんな事で受け入れしたトマ

トが加工されないで、その雪室の所に２０トンも保管されて、そして工場のところ

にも１０トン以上も保管された状況において、何故いい品物ができてくるんですか。

やはり少なくともやはりそういったトマトジュースを作る上のおいては、やはり新

鮮なものをいい状況で加工していくような持ってかないと駄目だと思うんでありま

す。で缶詰なんかの関係でどうしても色々取引があるからやむを得ないんだという

ような、そんなひとつのお話しもいただきました。それはもうやむを得ないにして

もですね、何とか方法を考えていただいて、やはりそんなひとつの流れを止まるよ

うなことのないようにですね、是非やるように持っていくべきだと思うんでありま

す。 
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 それとやはり今の状況下においては中々難しい面も決して無い訳でないと思うん

であります。機械化がされてないだけに、それこそ恐らくあんまりこれから追求し

ていくと町長始め課長の方から採算が合わんくなるよと言い方になるのかも知れま

せんけれども、非常に全てが手仕事なんですよね、トマト洗うにしても全て人の手

で洗う状況であります。そしてまたそれぞれ缶については１日５トン位処理できる

からいいんですども、ビンなんか入れるときではほとんど手で、手作業ったらあれ

なんですけれど、手作業のようなそんな状況下なもんですから、で１日に何トンで

すか、１トンから１トン半ぐらいしか処理できないのが現状であり、その大瓶の８

００ｃｃの場合なんか特にそうなんですけども、またそして小さいビンも本当はや

はりある程度作りたいんですけれども、それをやっといたら更にまた遅くなるもん

ですから出来ないよって、だから需要と供給といいましょうか、お客さんのニーズ

に十分に応えれないのが現状で、で沼田のトマトジュースも非常に人気がたこうご

ざいまして、それぞれ非常にまた職員皆さん方も大変努力いただいて、今日まで販

路拡大していただいてるのは大変ありがたいわけでありますけれども。そういった

ひとつの今の流れが止まらないような形で今後取り組んでいただきたい、そんな風

に考えるわけであります。 

 そういったことを今こういう風に質問するわけですけれども、町長もやはり来年

はそれぞれ選挙の年なんですけれども、やはりそういったひとつの行政に取り組ん

でいただけるのかどうなのか、それも併せてお伺いしたいと思います。そうでない

と私これから色々聞こうにも、やはり取り組む姿勢としてやはり違ってくるのかな

と、そんな感じしてきます。で来年お互いこれは選挙なんであれなんですけれども、

そういったことに対しても取り組んでいただけるのかどうなのか、その辺もお伺い

いたしたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）ちょっと質問の中身が分かりにくいちゅうかね。 

○５番（絵内勝己議員）だから工場の流れを変えるべく方法を取る意思があるかど

うかということと、併せて選挙にもどんな風にお考えになっておられるかも併せて

お伺いいたしたいと。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（西田篤正町長）加工場のことについては本当まったく聞いておりませんで

申し訳ありません本当にあの、十分内部の連携が取れてないと言いますか、本当に

大変なことを報告を忘れてるという事でこのあと実態をよく調べましてですね、機

会がありましたら議員の皆さん方にこういう状況だったということのご説明をさせ

て頂きたいという風に思いますけれども、とにかくやっぱり商売やっている以上、

やっぱり現有の施設設備がね、こういうもんだという事であればそれに合わせた操

業をしなきゃならない、これは当たり前のことですよね。でそのことを役場同士の
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連携が悪いからこうなったんだと言われて実態がよく分かりませんので答えようが

ありませんけれども、もしそうだとすればこれはとんでもないことであってね、例

えば１日ずらすとか、あるいは、作ってる加工場のトマトを出す量をですね割り当

てするとかっていう様々な工夫があっていいような気がするんですね。前にあの古

い話しして申し訳ないですけども、加工場、前の工場長はですね、それぞれの圃場

を回って、農家を回ってあなたのところは何日にいくら出してくださいってやった

そうですよね、だからそれがないんだろうと思うんですよ恐らく。現場に行かない

で工場だけでそのでんと構えているからこういう結果になるんだろうと思うんです

けどね。その辺は後ほど再生プランの検証のところでもまた詳しく説明しますけれ

ども、考え方の説明しますけれども、その辺をもう少しやっぱりこのきちっと対応

できるようなシステムを作っていかなければ、いくらやっぱり売れる商品だちゅっ

たってですね、こんなような状態で原料悪くなってしまえばこれで終わりですから

ね、しかもそれを作ってる農家の皆さん方が来年からこんなんだったら俺は嫌だよ

と言われたらこれは大変なことになってしまいますね、そういうことを役所仕事っ

ていうんでしょうねきっとね、その辺十分あの反省をさせていただいてですね、話

しのあった点については実情を調査して各委員会毎にでも報告をさせて頂きたいと

いう風に思います。 

 それから設備等のあれについてはですね、明年どうするんだということでありま

すけれども、毎年予算の段階でどういうものが足りなくて何が最優先だということ

を盛んに言いながらやってますんでね、言い合いをしながら。この例えばトマトを

自動洗浄する機械なんていう話しは私も一回も聞いたことありませんし、そういう

ものが本当に必要なんであればやっぱり予算の時にきちっとそれをだして、順番を

つけて出していただいて、決まった財源の中から順番にやっていくというのがこれ

は行政の今の役割で仕事ですから、その辺も非常にやっぱりちょっと連携が不十分

なのかなとい風に思いますので、その辺反省もさせて頂きたいという風に思います。 

 それから、何か私自身のことのようにも聞こえたんで、お話しときますけども、

まだ私は現在の任期中のですね明年の４月一杯の仕事に全力を今挙げてるところで

ありまして、まだ十分な自分の検証も、後ほどの質問にもお答えしますけども、検

証も十分終わっておりませんし、これから町民の皆さんの動向等も見ながら判断を

してかんきゃならんのかなという風に思っておりますのでご理解頂きたいという風

に思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、絵内議員。 

○５番（絵内勝己議員）今回の流れが止まった要因っていうのは全てがスイートコ

ーンが悪いわけではありません。私が言いたいのはスイートコーン植えるの結構な

んですけれども、植え付け本数をむちゃくちゃ増やすだとか、そうじゃなくして、
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ああいう風にある程度こっちで消化できるような範疇での、同じ農振の中でのやっ

てることなのに何故そういったことがもうすぐ出来ないのか、確かに天候の関係で

多少前後するのはやむを得ないにしても、どうもミーティングが上手く行ってない

ように思います。それがやはり組合員にそれぞれ不平不満をそれぞれ噴出させてい

る大きな原因のひとつでもあるのは現実であります。でやはりいくらか作付けの本

数だとかそういった変更することによってある程度解消できるんでないのかな、だ

から４日間休むのであれば１日でも減らすことできるのでないのかな、僕はそうい

う風に感じるわけであります。どうかあやはりもう少しですね支援農場だとか、そ

ういったトマトの関係だとか要するに農振の間だともう少し細かな打ち合わせをし

て頂きたいと思うんです。どうもそういったものがないために今回のような大きな

トラブル、で今町長の方からお話ありましたけど、一番私おっかないのはやはり町

長言われたその通りなんです。でもうこんなんなったら俺も来年トマト作るのやめ

たなんていう方も中にもいらっしゃいますし、そういったことのあると私も困るわ

けですし、また沼田町としても困るわけですし、せっかく今日まで長い歴史を歩ん

できて、そしてトマトジュースにこれだけの名声を高めていただいた、そのことを

考えた時に何が何でも止めたりそんなひとつにして、もうこれで出来ませんよって

ことにならないように持っていかなきゃいけないわけであります。でしたがいまし

て、そういったひとつの中においてやはり、洗う機械なんかも町長聞いたことない

って言いますけれども、私は現場の一人としてお話してどっかで途切れてるんです

よ、これが今の現実なんですよはっきり言って。そんな状況でね沼田町どうやって

やってくかってことなんです。私も何回も言っておりますし、上の方にそれぞれ言

ってるという風に私は理解しております。ところが町長とこまで通ってないことで

すよはっきり言ってね、町長は知らないんですから、現実に、今の現実はそこなん

ですそんな状況で農振の中で上手く行くわけがないです。だからこんなひとつの農

家の皆さん方にも不平不満が浮上してきてるんですよ、現場をやっぱし知らな過ぎ

るって、数字に余りにもこだわりすぎる、農業について全くのど素人で、失礼です

けどど素人と言わざるを得ない。農業のことただなんも知らない。そんなような状

況下にあると思うんであります。どうかそういったことのないようにですね、明日

みんな、いや明年みんな喜んでトマト生産組合の組合員の皆さん方が取り組んでも

らうようなそんなひとつの改革をしながら進んでいただきたいと思います。町長い

かがですか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（西田篤正町長）先ほども申し上げましたように内部の連携の十分行ってな

いという点についてお詫びを申し上げたいという風に思いますし、長い間その同じ

業務をやっていれば自分のところでどれだけ処理できるかっていうのは体で分かる
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はずですよね、そういうことが分からないでその何でもかんでも受け入れして、そ

してご迷惑を掛けるなんてこと、これはあってはならないことだという風に思いま

すんで、さっき申し上げましたように実態を十分把握をしましてですね、なお対処

させていただきたいという風に思いますが。 

 自動車学校始め温泉、それから今の実習農場、加工場も含めてですね、町の直営

事業非常に厳しい状況にありますんで、実はあの８月に管理職以上の会議を開いて

そうしたものの徹底をするようにということでお話しをさせていただきました。

中々資料も十分でなかったもんですから今９月の２８日にもう一度やるんですけれ

ども、収支の見通し、あるいは今後どう改善していけばいいのかそういうような話

し合いをさせていただきますので、その中でも今日ご提示あった加工場の関係につ

いはですね、各課長とも十分今聞いておりますんで、そうした中で管理職以上の全

員が集まりますから、論議をさせていただいて明年以降ですね、そういようなこと

のないようにですね、今やれないことはやれないでそれは仕方がないですから、そ

の辺をしっかりとやっぱり内部で詰めさせて頂きたいという風に思います。 

 その改善状況と、今ご指摘のあった状況と改善方向については農業振興課の方か

らですね、あるいは加工場の職員も入れてですね、各委員会にその状況について報

告をさせて頂きたいという風に思います。よろしくお願い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、よろしいですか。それでは次に移ります。６番、上

野議員「沼田町の火葬場について」を質問してください。 

○６番（上野敏夫議員）６番上野です。沼田町の火葬場についてちょっとお伺いい

たしますけど、ちょっと暗い話しで申し訳ありませんけど、沼田の町民が人生の最

後にお世話になる火葬場の利用についてですが、沼田町の火葬場の窯の大きさ、レ

ンガの厚さ、冷却ファンが付いていないなど色々沼田町の火葬場の機械的な欠点っ

ていうんか、問題点ちゅうのかそういうのがありまして、その中で沼田の町民がた

またま１日に２から３名亡くなるときがあるとしますと、その時には隣の深川市の

火葬場にお世話になり、それについては町からの助成金が４万３千円でしたかなん

か出ておると聞きましたけど、その助成金、金額的なことでなくて沼田町の町民が

沼田町の火葬場で１日に利用できる人数は１人だと思いますけど、沼田町の今の決

め事なのか決まりなのか、その中では３名からでなければその助成金が受けられな

いということになっていますので、是非沼田町の火葬場の設備、内容につきまして

沼田町の実態にちょっと合ってないと思いますので、沼田町民がもしか亡くなって

偶然にもその日に２人の利用者が出てきたときから、２人目から助成金を出して沼

田町の、沼田町にらしい沼田の火葬場を利用するのが１番なんですけど、沼田町の

実態に合ったような体制を取ってほしいと思いますけど、町長どうでしょうか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 
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○町長（西田篤正町長）おっしゃるように沼田の実情に合った状況で今３件目から

助成をさせていただいてます。っていいますのは午前中、あるいは昼からになるか

も知れませんけれども、１日に２体の処理はできるということでありますから、こ

れはあのその３体目になった時には地元の火葬場では無理だということで、３体目

については今ご指摘の４万３千円ですか、助成をして深川に回ってもらうというこ

とにしているところであります。 

この辺はあの１４年までそういう措置もなくて我慢をしていただいておりますけ

れども、１４年からはそういう３例目、３体目についてはそういう措置を取ります

よということで今実施をしておりますので、地元の火葬場で処理が出来る時はです

ね、時間が若干ずれるかもしれませんけれども、是非ご理解いただきたいと、２１

年度には助成されなかった方は１件だという風に聞いてますし、今年度はたまたま

２件ありますけれどもそういう状況にあるという事、それから調べていただきまし

たら深川の火葬場でもやっぱり混んだ時には午後に回されたりするんだそうですよ。

ですからうちの火葬場だけが昼からもって言うか、午後も無理やりそっちに持って

行ってるんでなくて、今言ってるような状況ですと深川に例えば回ったとしても昼

からという事がありえるということですから、これはどこの火葬場もだいたい条件

的には似てるんでないかと、亡くなる方はそんないつ亡くなるなんて指定できませ

んのでね、集中するときありますからどうしてもやっぱりそれをさばくためには、

そのずらして例えば１日、午前と午後しか出来ませんので、そういう状況が出てく

るのかなという風に思いますんでそうしたご理解を頂きたいという風に思います。 

なお、従来はあまり調整をしていないということでありますけれども、お寺さん

の都合もあろうかと思いますが例えば重なったという事が明らかになって調整がで

きるんであればですね、今１０時の読経開始っていうのを９時からやっていただい

て１時間早く出棺してもらう、そうすると１時間早く次のあれが行くことになりま

すし、火葬場の今管理人さんまていだっていうか、時間かけるんだそうですよ。こ

んなこといったら本当に失礼ですけども、丁寧に丁寧にやってこうやってるという

ことなもんですから、できるだけ時間を短縮できる方法がないのかどうかちょっと

今検討させておりますけども、１日２体を処理するというのだけはこれはご理解を

いただきたい、それで３体目になった時には深川の方にお願いをして町の助成を出

すという、従来の方法をご理解頂きたいという風に思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、上野議員。 

○６番（上野敏夫議員）沼田町のその冷やす時間だとか、色んなこう機械的な事か

ら言って１体っていううんか、３時間前後っていうんかね、こうかかった時に、深

川市であれば２時間近くかからないで恐らく、札幌なら１時間半位で焼けてるって

こと私も見てきましたけど、沼田町で３時間かかるとしたら今町長が１時間繰り上
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げ、繰り下げって感じで言いますけど、沼田町であれば午後何時から見送りしたら

いいことのなのか、沼田町に本当に火葬のその焼き場の関係ではちょっと今の段階

では無理で、それを少し時間を短くするっていうことを言っても、機械的なことか

なって無理だと思うんですけど、その機械、冷却ファン付けたり色々なこう短時間

で出来るような設備に換えるならいいですけど、今の状態ではやっぱり２人めから

助成を出して１年に２人程度だとかっていう今の段階であれば、そん位町長少ない

金額ですのでね、出してあげるほうが葬式の役員当番の方々が嫌な思いしてること

がありますので、スムーズに最後その身内の人が沼田町にお世話になって、最後そ

こで気持ちよく葬式を迎えて骨上げまで行ける様なそういう町に自然の中で進める

べきと思いますけど、町長どうでしょうか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（西田篤正町長）午後から回ったという事で実際に私ども実際に苦情を聞い

てるのは今年の場合は１件だけなんですよ。午後から回ったからといって苦情を言

ってる方はそういないんですね、現状には。確かに忙しい時に葬儀役員の方大変か

もしれませんけれども、それはやっぱり我慢をしていただかんきゃならんかなとい

う風に思います。どうしてもその４万３千円、年間数件出るのに助成をすれという

ことであればですね、実際に深川の火葬場は今１回、１体１万５５００円だそうで

すから、沼田の火葬場の使用料も１万５千位に引き上げて、そのお金の財源を持っ

て４万３千円をその深川に持ってく分に助成するというそういう方法はあるかもし

れませんけども、単に今やっている、３時くらいになるんだそうですね、それが嫌

だから深川に回して４万３千円を町が払えって言うのはどうなのかなっていう気が

致しますね。 

 ですからこの辺は意見として、意見は承りますけども、内部で十分検討させてい

ただきましてですね、色んなご意見を賜ってどうしてもそういう風にしなきゃなら

んということではあれですけども、多くの町民の皆さんは今の方式で３体目から町

が助成しますよという事で大体の理解は得られてるのかなという風に思いますので、

その辺のご理解をいただければという風に思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、上野議員。 

○６番（上野敏夫議員）最初の質問の中で長身の方っていう方が沼田町にもしか、

過去にいたと思うんですけどね、その方の取扱のことと、それとあの中で、内部で

検討するということで少しは安心的な気持ちがあるんですけど、本当にあの午後３

時なんていう沼田町ではほとんどありえない時間帯だと思いますので、季節は問わ

ずいつどこで人間が亡くなるか分かりません。是非前向きな姿勢とその町民が安心

してこう、皆のお手伝いした中でスムーズな見送りが出来るような、まちづくりっ

てことで考えて頂きたいと思いますけど。その最初の長身の方についてどういう風
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に対応するかお願いします。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（西田篤正町長）言ってらっしゃることは、要するに葬儀の手伝いの人が大

変だからという意味なんですよね。 

○６番（上野敏夫議員）いや、そんなことない。 

○町長（西田篤正町長）家族の人から例えば私どもの役場にどうしてもそんな時間

じゃ困るっていうような相談はあった事がありませんし。 

○６番（上野敏夫議員）いや、家族の人が大変。びっくりしてるんですよ。 

○町長（西田篤正町長）ですから先程答弁したように、深川の火葬場でもそういう

昼からの例があるんですよ、ですから深川に回って下さいって言ったって、午前中

に火葬してくれるかどうかっていうのは保障できないわけですよ。ですから同じ条

件だと私は思うんですね。 

○６番（上野敏夫議員）時間が違うんですよ。 

○町長（西田篤正町長）時間が違うっていうのはねそれはあの、例えばうちの炉が

古くて、形が古いわけですからそれはもう当然なんです。ですからどうしてもそう

やって２時間なら２時間で早くやるような改装せって言うんであればそれは改装の

検討しなきゃなりませんけども、今まさに私ども話題、広域圏で話題になっている

のは沼田の火葬場を深川に統合して、深川の火葬場を建て替えようっていうような

計画で今話がぼちぼち出てきてる段階ですから、その辺との整合性を取りながらで

すね、どうしたらいいかっていうことを考えていかんきゃならんかなんという風に

思ってるところであります。今深川の火葬場に入りますと当然後から入りますんで、

相当の負担金を取られて向こうに入ってかなきゃならない。かといって沼田の火葬

場を独自で直すとすると、これあの補助制度もなんもありませんから、独自の財源

で税金をそこに全部投入せんきゃならん。そういう問題がありますんで、私はあの

現在、昔はそうでなかったんですけど現在はその、私も該当するんかもしれません

ね、１８５センチ以上っていうことですから、そういう方については４万３千円払

って深川に行ってもらってるということですから。そういう手当をしてるわけです

よ。それと３体目になったときには申し訳ありません、向こうでどうぞ差額払いま

すよって言ってるんですから、最大限のそこ配慮してるなっていう感じを私は持っ

ていますから、もしあのそれでも不足だということであればもう一度課の中で十分

論議をいただいて、またあの機会がありましたらお答えをさせていただいきたいと

いう風に思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、よろしいですね。それでは１０番渡辺議員「新しい

ゴミの収集方法」について質問して下さい。 

○１０番（渡辺敏昭議員）はい、１０番渡辺敏昭です。今回あの私の一般質問は通
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告書にもあるとおり、実は２問とも橋場議員さんと類似してございます。それだけ

今々の町民の関心事であると確信し、先輩議員の胸を借りて、しかも先発で質問さ

せていただけることに光栄に思っております。早いもので私の今期の任期も８ヶ月

余りとなりまして、残りも行政と住民とのパイプ役になんとか徹したいなとそうい

う風に思ってるところでございますけれども、この新しいゴミの収集方法にこれほ

ど多くの反響があるとは私も思ってございませんでした。で通告書にもあるとおり、

この９月１日よりゴミの収集方法が新しくなり、資源ごみと、燃えないごみ、ま不

燃ごみですねそれがセンターへの持参方式に大きく変わりました。通告書ではステ

ーション収集方式と記入していますけど、正しくはセンター持参方式ということで

指摘されてございますけれども、この場で訂正させて頂きたいと思いますけれども、

この収集方式に対する意見が私のところには大変数多く寄せられてございます。 

特に日常ゴミを扱うご婦人や年寄りが多く、要するに今までの、今までどおりの

収集方式を続けてほしいというそういうものが大変多ございます。これはセンター

収集が実際に始まる９月１日前からそのような希望が大変寄せられてございます。 

改めて議会の全員協議会に示された収集案を確認したのですが、そこには全ての

ゴミの個別収集案というのはやはりありませんでした。そこで地区の自治振興委員

さんですね、私のところでは辻さんなんですけれども、名前言ったらあれかも知れ

ませんけど。だとか、宮越会長さんに伺ったところ、収集方式の検討に当たっては

最初は現況の個別収集が基本になっていたんだと、それから始まったんだけれども、

役場に幾つかの他町の事例案をお願いしたところ、それまでの個別収集案はなくな

ったというそういうお話しでございました。 

 自治振興協議会では第３案、通称第３案って私たちも言ってますけども、この個

別収集にゴミセンター集約型ですね、それに不燃ごみのセンター集約を加えるとい

う案を、に５項目の付帯案をつけて検討結果報告ですね、自治振興協議会の検討結

果報告として出されてございます。 

 結果的にはその案が採用されたわけでございますけれども、少なくても私が聞き

取りを行った範囲、聞き取りと言えばちょっと大袈裟ですけども、この資源ごみや

燃えないごみも多くの人が個別収集を望んでございます。分別経費が余分にかかる

ような事は十分想像されますが、可燃ごみや、生ごみは今までどおり個別収集され

るわけで、月に１、２度のリサイクルごみと不燃ごみの回収に破格の経費がかかる

とも私は思われません。そもそも自治振興協議会に提案した収集案の中に何故今ま

での、今までどおりの全てのゴミの個別収集案を入れなかったのか、まずこの点を

お伺いしたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）町長。 

○町長（西田篤正町長）経過については後ほど課長の方から説明をさせますけども、
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基本的にはあの資源ごみを分別収集して、しかも個別収集するってことは出来ない

んです。ですからスタートはそこなんですよ、深川市へどうしてもその方式でなき

ゃ受け入れませんよということですから、深川市の方式に合わしてくださいという

ことで、４町が了解をして、それぞれ持ち帰ってそれじゃそうしましょうと、それ

でないと深川で扱ってくれませんよということですからね、でその段階で資源ごみ

を個別に収集するということは不可能なんです。その経過後ほど課長の方から説明

しますが、そういう観点からスタートをして自治振興協議会の方に検討をいただい

たのは４つの案を検討いただいた。それに従って検討いただいた結果を受けて、私

どもとしては将来の環境の問題、あるいはゴミの処理の問題まだまだやっぱり細分

化されたゴミの収集方法になってくるだろうと思いますから、それを見越して現在

のセンター方式を選択したと。それからあわせてステーション方式っていう中にあ

りますけれども、その方式も商工会の婦人部の皆さん方だとか、商工会の役員の皆

さん方にも説明を、自治振興協議会と役場とで両方でやっていただきましたけれど

も、これもやはりだめ。それよりもやっぱり今の資源ごみと燃えないごみについて

はセンター方式、あとは個別でせめて、生ごみは個別でやってくださいという、町

の中の道路にゴミのセンター置かれたら困りますと言う意見ですから、その選択の

方法としてこれしかなかったんだろうという風に私は思っております。これは自治

振興協議会、今日会長さんもお見えですけども、相当ご苦労してやっぱりこれだけ

の結論まで持ってきていただいた。私もあの中に、ある商店に行ったらこんな方式

やられて困ってるんだという人おりましたよ。だけど私はその方に、いや商工会の

皆さん方の意見は自分の家の近くにゴミがあったら困るっていう話しですよって言

ったんですよ。あそんな話しだったのかいって、だから説明をすると理解してくれ

るんです。経過がこういう経過で沼田独自の処理であれば今までどおりやれたんだ

けども、深川市にゴミを持っていく関係で変更せざるを得ないんだってっていうと

ころから行きますと、あそういうことの事が分かってないんだって自分ではっきり

言ってましたけどね。 

ですから私ども十分説明したつもりですけども、行き渡っていないのかも知れま

せん。これからもやっぱり努力して説明したいという風に思います。 

ただあの、ここのセンターにですね持って来ている人達の様子、それから管理を

している人からお話しを聞いてもそういうやっぱりその、困ったとか苦情はないそ

うです。素直にどこに入れたらいいんだという風に、大分持ち帰ってる方もいらっ

しゃるようです。ビンをゆすいでないとかね、缶を洗ってないとか。そういう注意

を受けながらでも、あ今度それじゃちゃんとできるねとかって言って帰ってってく

れるということですから。徐々にやっぱり浸透してってると思いますんで、ご理解

いただいてこの形態を進めて行きたいという風に思っております。 
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なお、これまで至る経過については住民生活課長の方から説明させていただきま

す。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、住民生活課長。 

○住民生活課長（辻 広治課長）それでは私の方から、今回のゴミの収集方法の変

更に係る経過についてご説明させていただきます。 

 このゴミの収集の関係ですけども、北空知圏の振興協議会の中で日頃からゴミ処

理の広域化で、更に連携を図ってですね、効率化を図ることが出来ないか常に検討

進められてきてたところです。その中でですね、北空知衛生組合が、これ深川なん

ですけれども、深川市のリサイクルセンターを活用して、家庭から出るゴミの一般

ゴミですか、を全て処理することによって非常にこれが有効な手段であると、いう

ことから２３年の４月からこれを実施することとなったところであります。これは

有効な手段ということはリサイクルセンターを活用することでゴミの再資源化を推

進して、埋め立てゴミの減量化を図り、なおかつ現在沼田町は妹背牛に最終埋め立

ての、をやってるわけですけどもその埋め立て施設、北空知衛生施設組合が所有す

るものですが、その最終処分場の埋め立て施設の期間を延命できるという事が大き

な目的であります。 

 この延命をすることによって、町の負担が将来にわたってでもですね、軽減が図

れるという事になっております。北空知衛生組合でこのゴミ処理をするにあたって、

その受け入れの関係ですが、先程町長からも話があったんですけれども、特に資源

ごみについての分別、これについて細分化されてきたところであります。従前北空

知衛生、妹背牛の方に持ってく分別収集はですね、ビンとペットボトルとこれは同

じ袋に入れていいですよと、それから空き缶それとダンボール等の紙類、これまあ

３種類の分別をですね１日に同時に収集して、そして１日衛生センター、失礼しま

した妹背牛の方に搬入できた訳ですけども、北空知衛生センター組合では１市４町

の分を受けることということからですね、特に資源ごみが７種類に細分化されまし

た。またあの収集の段階で空き缶についてはネットで、またビンが３種類に分かれ

たんですけれどもこれを別々のコンテナによって収集を行ってセンターの方に持ち

込んでください。更に細分化されたこの資源ごみのセンターへの持込の、搬入日の

関係なんですが、それぞれ種類ごとに、３つ位には別れてはいるんですが、種類ご

とに別々の日に搬入して下さいということになっております。 

 資源ごみを個別収集で対応するためには、この種類が分かれることによってです

ね、収集日を新たに増やさなければならないこと、またネットとコンテによる回収、

こういった事が非常にあの回収作業として難しいということから、この対応が困難

であるということから、ゴミの収集方法の全体を見直し、特に資源ごみについては

先程町長からもありましたとおり、ステーション方式又はセンター方式での対応を
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限定としてですね、４つの案をまとめて出して、出させていただいたところです。 

この収集方法については３月以降にですね、町内会長又は行政区長の合同会議、

またまちづくり懇談会等を開催しながら、考えられる４つの案を提示し住民説明を

行ってきましたし、また自治振興協議会でこの収集方法についての意見集約って言

うんですか、方向性を見出して頂きたいという、いただくということを了解をいた

だき自治振興協議会に４月に入ってから要請をしております。 

自治振興協議会の方からはごみ収集方法について、ゴミの減量化など将来を見据

えて形の中で、会議等を開催して協議をいただき、６月の１１日に報告書が町長に

出されております。 

自治振興協議会からの意見としては、将来のゴミ分別が更に進むことも想定した

中で、資源ごみとまた比較的少量でほぼ無臭であるという不燃ごみを加えた２品目

についてセンターへの個人持ち込み方式と、それから可燃ごみと生ごみは従来どお

り、個別収集方式という意見が取りまとめられました。またその中では高齢者等の

対策で町内会等での総合扶助的システムを構築するというようなことの５項目の付

帯意見も、付けての結果報告となっております。 

この報告を受けまして、町と致しましての対応を検討した結果、今回の収集方式

により実施することを、６月の１６日には自治振興協議会の役員会の皆さん、また

１８日には議会全員協議会、その終了後６月の１９日から２８日の間に実施されま

した、まちづくり懇談会等で住民説明をし、意見をお伺いし、特に大きな問題がな

かったということで最終的に今回のゴミ収集の方式がスタートしてるということで

ございますので、ご理解を頂きたいと思います。 

○１０番（渡辺敏昭議員）はい。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、渡辺辺議員。 

○１０番（渡辺敏昭議員）課長の方から縷々その内容だとか、経過報告は今された

わけで、町長からも特に役場の方には苦情はないんだという、そういうお話しでご

ざいました。なんですけれども、何故か私のところには色んなお話が一杯ありまし

て、先日あの宮越会長さんの所にも色々とお話もさせていただいたんですけども。

特別そんなにわーわーということじゃないんですけども、私のところにも幾つかそ

ういうような相談は見えられてますということではございました。私はあの先程来

から分別を特別その否定するとか、そういうわけではございません。むしろ効率的

な分別というのはこれからどうしても必要なんでないかなと、そんな様にも思って

ございますし、経費が係るということも十分承知してます。しかしながらに、こう

いう事はどうなんだろうと、何とかならないのだろうかなという相談がかなり来て

いることは確かでございます。で、幾つか私のところに来ているようなことを紹介

したいなと思いますけども。 
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 まずは元気な人でも夏場はともかく、冬は持って行くのが大変なんだと、で体が

悪い人にとってみればそれはあのこれから何十年ものゴミ出しです。誰かにお願い

しなければならないというのは本当大変なことなんだと、で中には他人にゴミを見

られるのが嫌だとか、それからこれからこういうことあんまり続けると不法投棄や

ゴミ屋敷が増えるんじゃないのと、そういうような意見もございました。 

 中でも大変多かったのが、やっぱりその町報なんかを通じて収集方法が変わると

いうことを知ってから、それから急にその私の方に寄せられたのは何で、極端です

けども、何で勝手に収集方法変えるのとか、誰がこの方法にしたのとか、どうせゴ

ミを扱わない男の人が決めたんでしょとか、議員さんもこの方法に賛成したのとか、

そんなことはかなり言われました。実際家庭の主婦が地区で集まるって言えば、葬

儀の打ち合わせぐらいで集会に出ることなんか本当に少ないんでないんかなという

風に思います。ましてや、先程来からまち懇やなんかでも意見聴取されたという風

にお話をされてましたけども、それらに参加するっていうことなんかはご婦人たち

にとってみれば本当に稀なことでないかなと、そんな風に考えてます。 

 だから突然ゴミの収集方法の変更には戸惑うというのは当然でないかなという風

に私も考えています。実際のところ、このステーション方式をやることによって更

なる細分化、町長からも話されてましたけども、そういうことが当然起きてくるん

でないかなという風に私も考えています。ただ、是非その一度業者が収集するった

ら言い方変ですけども、個別集配をしていただいてその上でステーションを活用し

ていただく、あの中で分別をしていただく、そのような事の方向に持っていけない

のかなとそんなようなことを考えています。その方が分別を委託した業者がやるこ

とによってスムーズな分別だとか、そういうことも十分考えられますし、３ヶ月か

ら６ヶ月の間慣れるまでセンターの方に分別確認の人を置くんだというような話し

も聞かされていますけども、既に何件かのトラブルなんかもあるっていうようなこ

ともちょっとは耳にはしてますけども、この人の配置がなくなったときにそこのセ

ンターの中、状態はどんな風になるかなと、ちょっとそんなことも危惧してるとこ

ろでございます。 

 是非来年の４月の完全実施までにはまだ時間があります。もう少し時間をかけて

広く町民の皆さんの意見を聞いてはと私は思うのですけれどもいかがでしょうか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（西田篤正町長）逆に私の立場からは来年の４月までに町民の皆さんに現体

制を理解していただく努力をさせていただきたいという風に思います。 

 議員さんおしゃられるんですけども、市街地区を対象にしてやったゴミの説明会、

奥さん達随分来てるんですよ。それで何回も手を挙げて念入りに、念を入れて質問

してるんですよね。ですからその状況、それから高田議員さん商工会の関係ですけ
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ども、商工会の説明会にも女性の部員がたくさん来てるんですよ。実際にはやっぱ

り色んなこと言ったんですけど最後にこれしかやっぱりないんですねっていうこと

で了解いただいたと私どもは思ってるんですけどね。ですからそういう中でまった

くそれがダメだという声がまだまだ強かったんであれば、自治振興協議会も恐らく

また別の角度の検討をされたんでないかと思うんですけども、ほぼ異論がないとい

うことで現在の体制に行ったということですね、それをご理解いただきたいのと、

それから体が不自由になったり、高齢者になったり、これはやはりこれからの今の

沼田の人口の構成からいっても、周りの人のやっぱり助けを借りなかったら生きて

いけない社会になってきてるわけですから、ゴミの一つやふたつね近所の人にやっ

てもらうからそんなことにはならないのかなという気が致します。もしそういう雰

囲気があるとすれば、やはりそういう雰囲気もなくなるようなまちづくりをしてか

んきゃならんかなとそんな風に思います。お互いに相互でやっぱり助け合う精神、

それがまさに協働のまちづくりのタイトルになっているその協働というテーマにな

るんかなと私は思っておりますんで、十分その理解を得られてないということであ

りますから、先程申し上げましたように理解を得るための努力はこれからも続けさ

せて頂きたいという風に思いますけども、冒頭申し上げましたように、深川市のリ

サイクルセンターを使用するとすれば、その資源ごみについては現行の体制が最良

の方法だったということ、これもご理解をいただいて、是非とも町民の皆さんの理

解を得るようにご協力をお願いしたいという風に思います。 

○１０番（渡辺敏昭議員）はい。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、渡辺辺議員。 

○１０番（渡辺敏昭議員）本当に町長の言われることも何となく分からんわけでは

ないんですが、先日の敬老会の席で町長は皆さんに一層長生きしてもらいたいんだ

と、人口４０００人復活に寄与してもらいたいんだというような祝辞を述べていら

っしゃいました。このゴミの収集については逆に私のところに寄せられてるんでは、

年寄りいじめだってそんなような言い方をされる方もいらっしゃいます。あの席で

近くにいた方は町議さん雪とゴミは町で何とかしてやと、そんなようなことも言わ

れました。 

 町長、全てのゴミの収集分別を行政が責任を持って行う、そんなようなことを生

活環境の差として他町との人口増加のセールスポイントにする。そんなようなこと

が出来ないか、そんなことがやる気がないのか最後にお伺いしたいと思います。 

 もうひとつ、ステーション方式って言うんですか、あの方式も検討されたってこ

とですけども、他の市町村、私も色々見せてもらいました、特に商店の前に置いて

るわけではないんですよね、そこのところももうちょっと理解してもらいたかった

なってちょっとそんな風に考えています。 
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そんなわけで町長にくどいようですけども、もう一度お伺いしたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（西田篤正町長）雪とゴミとはちょっとこれ訳が違うと思うんですよ。雪を

ね、お年寄りがそれは住めないんだから全部行政でやれって言ったら、これはある

程度理解はもらえると思うんです。ただ、自分で出してるゴミを僅かですよ、近く

の人ですとね、５分か１０分歩いてそこへ持っていけばいいってこれ運動のひとつ

ですよね。本当に市街の方ですとそっからここ来るのに５分もかかりませんよね、

そういうことと自分で出したゴミを自分が処理することにどうしてならんのかなっ

ていう気がするんですけどね、今までのシステムがね言ってみればそういうシステ

ムだったから変わることが困るんだということだろうと思うんですけども。やはり

あのそうしたことはやっぱりきちっとしなきゃならない、それとあの私もゴミの関

係でこの前に行政視察をさせていただいて見たんですけども、まさに４０種類、４

０何種類かのゴミに分別してるんですよ。それは全部住民の皆さんが持ち込んでき

て自分で入れてくんですね。４０何種類も、そしてそこにはねその他にこういう衣

類だとか、靴だとか自分で不用になった物を全部持ち込むんですよ。そして自分で

値段を付けてくんですよ、そのゴミのセンターの横にそういう販売所があるんです

よ、してゴミを持ってきた人がそこへ寄って自分で必要な物をそこの安い１００円

とか２００円書いたやつを、箱にぽんと金を入れて買ってくんですね。私はね将来

そこまでいかなきゃ嘘だと思うんです。そのためには今のこの方式をどうしてもや

っぱりやってかないと、提案のようにもう一回ね、３月まで我慢せって言うと元へ

戻ってしまいますよ。だから今ここまで来てやっと今動き始めたばかりですから、

もうちょっと状況を見ていただいてどうしても不都合なところがあるんであればで

すね、そういう対応もまた十分検討させて頂きたいという風に思います。 

 これからそういうまちづくり懇談会っていいますか、そういう機会もまたあろう

かと思いますから、そういう折には現在のゴミの分別の収集状況等もまた説明させ

ていただきまして、理解をいただく努力をさせて頂きたいという風に思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、よろしいですね。ここで休憩いたします２５分まで

休憩いたします。 

１４時１２分 休憩 

 

１４時２５分 再開 

○議長（杉本邦雄議長）はい、再開いたします。７番橋場議員「住民参加、協働の

まちづくりについての考え方について」を質問してください。 

○７番（橋場 守議員）はい、７番。今ゴミの問題で町長がね、こういう時代だか

らお互いにあの、助け合うまちづくりっていうかね、そういうことしなきゃならん
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ていうようなことで回答あったんですけどね、実はねこれ本当にそれそうなんで、

当たり前にいいことなんですよね言葉上では。ところがね何故今のようなこういう

困難な財政状態が生まれたかっていうね、それを原因をきちっとしてからでないと

ね、間違った方向行っちゃうんでないかと私はこう思ってるんです。 

 それで、今のようなこの日本の財政が借金だらけでね、大変な状況に作ったのは

一体誰なのかとということを考えなきゃならんちゅうことでちょっと調べてみたん

ですよ。皆さんも土光敏夫って言う経団連の名誉会長が夫婦でめざしを食べながら

ね、食事をしてたってのがテレビに映されてね、えこんなにああいう大企業の会長

なり、社長がね、こういう質素な生活をしてるのかって、そういうのがね映されて

大きな反響を呼んで、世の中変わってた時代があるんですよ。ちゅうのはね、あの

１９８１年昭和５６年にねいわゆるその土光さんが、めざしを食べてご飯食べたち

ゅうのを映す前にね、その第２臨調ちゅうのが正式に言うと第２次臨時行政調査会

と言う会があの作られたんですね。それによってですね、何をやったかと言うとそ

の前にあの日本のあの政治の状態がとんでもない状況になってるんですよ。要する

に経済成長期の中でね、本当にあの規制が緩和されてるちゅうんかなんかでね、公

害がものすごい発生したんですよ。光化学スモッグだとかもう煙でもって呼吸も出

来ないようなね、そういう大気の汚れた状態がどんどん起こって、それと併せてで

すね、ですね石油ショックがあったり、イタイイタイ病やそういう公害裁判が起き

たりして、大企業のね状態がね国民の中からものすごい批判が起こってきたんです

よ。それと同時にですね、石油ショックがあった時にね、日本、石油関連企業の、

一部のね石油関連企業がそれを国民の大変な状況を、今こそ千載一遇のチャンスだ

ちゅってね、あの悪徳商法やってたんですね。例えばトイレットペーパーもうがな

くなってしまう、買いたくたってデパートにないというような情報生まれて、どん

どん値上がりして、ところがとんでもない商社が倉庫にたくさん隠してねどんどん、

いわゆる千載一遇のチャンスと金儲けやったんですよ。これを国民が凄く怒ってこ

のまんまでは、それとロッキードだとかそういうあの金の問題の事件がありました

からね、国民の怒りに触れてね大企業ちゅうとんでもないんだっていうことが広ま

ったんで、これじゃこのまんま大企業と政治が結び、癒着してね、ぼろもうけが出

来ないっていう状況が生まれてね、何とかしなきゃならんといって国民をごまかす

為に出来たのが第２臨調なんだそうですよ。それでいわゆるさっき言った土光さん

がめざしを食べてご飯を食べてると、こういう状態、日本の大企業ってやっぱり立

派なんだということでね、新たにねこう大企業に癒着する政治が生まれてった。そ

れでどんどんねエスカレートしてって、実はあの９０年になってバブルがはじけて

からですね、これん中でよりあの大企業儲けさせるにはどうしたらいいかってこと

を考えたのが、公共事業の大判振る舞いだったそうなんですよ。でこの公共事業の
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中でもひどいのはね、アメリカが日本の国を、政府をね圧力かけて大企業、あのそ

ういうのやらせっていったんですけどね例えばこういうことですね。アメリカがそ

のバブルはじけた中でね、世界中がちょっとおかしくなったんでね、こういう中で

ね経済の落ち込みを公共事業の拡大で立て直せちゅうのをね、財界からも要請があ

ったんですよ。そして、アメリカからはね更にこういうあれなんですね、日本は大

規模な公共事業で世界経済の先頭に立てという圧力がかかってきたんだそうですよ。

そして１９９０年にはね、アメリカからですよ１０年間で４３０兆円のね公共事業

をやれって言うね、アメリカと細川内閣で契約結んでしまったんですよ、ですから

もうとにかく公共事業はこれ必要かどうかまず問題外なんですよ、先に４３０兆円

のね、公共事業をやるぞと、やれと、それからやりますっていうそういう細川内閣

と、アメリカのブッシュと、あ海部内閣です。結んでそしてもうどんどん無駄な公

共事業が進められていったんですね。しかも収入がないから借金に、借金重ねてっ

て。こういう前提があるんですね。して、８０年代の１０年間でね公共事業ちゅう、

公共投資っていうのはね、２８１兆円なんです１０年で。それが９０年の１０年間

ではね４６０兆円の公共事業に使われた。だけど私達あの公共事業全部悪いとは言

わないんですよね。だけれどもここでも箱物作れ作れってもう、地方でもやられて

色んな箱物作ってね、借金増やしてたんですよ。そういうことが今のこういう財政

危機を作ったんだっていうね、ここんとっから出発しないとね、何か俺達が悪いこ

として我慢しなきゃならんだっていう方向になってしまうんですね。だから協働の

まちづくりって言うのはこれは言葉も良いし、当たり前でいいことだと思うんだけ

れども、無駄なことをやってこういう借金作って日本国民を塗炭の苦しみにいった

ね、その政治に対する批判をきちっとやらないとね、これはあのそういう間違った

政治をやった人たちを許して応援することになちゃうんですね。私はそう言う立場

からね協働のまちづくりちゅうのは相当注意しなきゃならんなとそういう風に思っ

ているんです。で今度のねここで一般質問の通告に書いたようにね、民主党の政権

が新しい公共っていうそういう論法を出しましてね、国民に協働して国を作ろうじ

ゃないかちゅって、自分達の、も一緒にやってきたこの間違った政治のね尻拭い、

を隠そうというねそういう方向がね丸々見えてくるんですね。ここにはまあ書きま

した、読まないとね議事録に書けないんだそうですよ、こやって書いただけじゃ。

読みますけども。 

 鳩山内閣を引き継いだ管首相はね所信表明演説の中で公共的な活動を行う機能は、

従来の行政機関、公務員だけが担うわけではありません。地域の住民が供給や子育

て、まちづくり、防犯、防災、医療、福祉、消費者保護などに共助の精神で参加す

る活動を応援するとこういうこと、ですからね本来このまんまあの協働、協働だけ

でいってしまうとね、本来公共団体がやらなきゃならん、責任を負ってることまで
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もね、町民にさせてしまうっていう方向に行くっていうね、私は危険があると思っ

ているんです。でそういうことについてね、ごみの問題もそっから発生してくるん

ですよね、そういう立場から聞きたいんですけど、町長そういう協働のまちづくり

ちゅうことはね、こういう町の財政が大変になったというその原因をね、きちっと

した立場でやらないとならないんじゃないかなと私は思うんですけども町長はどう

いう風に思ってますか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（西田篤正町長）私どもの町、協働のまちづくりというのを掲げてまちづく

り基本条例を作ってるわけでありますけれども。これはあの単にですねそういう財

政の危機が生まれたからその協働のまちづくりを進めると、そんな事でなくて。や

はり従来からやっぱり皆さんが協働して共に助け合いながら生活をしていきましょ

う、生きていきましょうということの、それを文章に表したもんだろうと言う風に

思っているところでありますので、決してあの国が押し付けてきたからそれを協働

を進めるとか、そんなような観点でなくて住民自らがやっぱりそういう事が必要だ

と言うことに改めて気が付いてですね、協働のまちづくり基本条例それから指針で

すとか、行動計画というものをご理解いただいてそれぞれ議決をいただいたとそん

な風に理解をさせていただいておりますのでご理解頂きたいという風に思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、橋場議員。 

○７番（橋場 守議員）あんね町長、協働のまちづくりっていうけど、住民から勝

手に自然発生的に出てきたんでないですよ。やっぱり町長たちが指導的な立場でこ

れからのこんな財政になったんで、まちづくりは協働で、住民皆で助け合ってやら

んきゃダメだって言う風に、あの上から来たもんだと思うんですよ。ですから私は

住民自ら助け合いって事であればね、公共団体が町民に対して責任を負ってやらな

きゃならん問題と、住民同士で色々助け合うと言う問題は分けなきゃ駄目だと思う

んですよ。でゴミで言うとですね、これは後であれですから、私はそういう風に思

ってるんです。ですからね、何でもかんでも本来国があるいは自治体がね責任持っ

てやるってものをね、区別してねいかないと次のゴミの問題のこともでてくるんで

ないかと、こういう風に思っています。町長どういう考えでおられるか今と同じ事

だったら、次に移りますけど。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（西田篤正町長）この質問の通告書から見ますと、どうしてもやっぱりあの

議員さんおしゃるのは自公政権だとかあるいは民主党政権だとかっていうのがそう

いう元を作ったんだから、そんなことは全部国がやるべきだっていう考え方なのか

なという風に受け止めさせていただいてますけども、そういうあの私どもがその協

働のまちづくりの基本条例作ったのはそういうことでなくて、これはあの当時配っ
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た資料のですね解説版ってのがあるんですけども、そこにポイントと書いてありま

して、協働は実は以前から始まってますって、これは当時の局長か誰かが作ったあ

れだと思うんですけども、例えば日常のゴミ出しです、決められた日に決められた

分別方法でゴミを出したりして、出していただいてますがこれも協働です。これを

守らないと汚い町になってしまいます、行政だけでは地域環境を守っていく事はで

きません。また役場からのお知らせですが町内会との協力により皆さんに配布され

ています。と言うように、全ての分野に渡ってやっぱり協働というのがこう実然的

にあったもんなんですね、それを文書化して改めて認識をしてもらいましょうとい

うのが、このまちづくり基本条例、あるいは行動の指針、あるいはあの行動計画、

こういうものだと言う風に先ほども説明しましたけども。ちょっとあの何かこう例

を挙げて余り国とのこうあれをするからちょっと私どもとしては答弁のしようがな

くなってしまうのかなと、そんな風に思います。単純に協働って言うのは住民の皆

さんと私どもが協働して物事進めるっていうそういうことの理解をいただければと

言う風に思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、橋場議員。 

○７番（橋場 守議員）ここにね、協働する対象、個人、地域、団体、企業、事業

者、行政などを町を構成する様々な人が協働の対象です。それぞれがまちづくりの

基本的な考えを共有し、地域課題や公共的な課題に協力して取り組むちゅうこと、

だから町が本当はやらんきゃならんようなこと、本来税金納めてるんですからね皆

さんね、そのために自治体が、あるいは国が住民のできないようなことを責任を持

ってやってもらう、公共的にやらなきゃならない、やってもらわなきゃならんわけ

なんだけど、ここで言うと地域課題や公共的な課題に協力してって言うんですよ、

こうなってくるとね、あの私が言ったようにこういう、例えばこれは基本になって、

前提になっているのはこういう財政が大変になったからちゅうことでしょ、財政が

十分にあったらこんなこと出てこないんですよ。私が議員になった頃にはね、逆に

このところは税金でやるべきだろうちゅってねどんどんあれなんですね、今まで住

民がサービスにこう色んなことやってたことをね、国でやるべきだ町でやるべきだ

ちゅってね、あの本当にしっかり仕分けして、行く方向で議論したもんなんですよ。

ところが今になってきたら逆でそれが後戻りする方向にね、なってきてると言うこ

とで私は国のそういう財政、本当に財政が豊かだったら別に、こういうこと、こん

なに出てこないです。協働でなくて皆で助け合うのは当たり前だから、皆仲良くや

りましょうで済むはずなんですね。だけど仕事やらなきゃ協働になってないんです

これ、だから私はそういう立場でこれまでのこういう財政状態作ったね、国の政治

にきちっと批判を持ちながら今とりあえずはお互いに助け合って、国が、町がやっ

てくれないのをね俺達黙って我慢しなきゃならんでなくて、一応とりあえずは我々
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で助け合って協働でやって、やるけれども将来はちゃんと国が、町がやるべきだよ

っていう立場でやらないとね、私は方向が違ってしまうんじゃないかなっていう考

え方で町長の考え方を求めたわけです。それで分からなければ次の方に移ってもい

いんですけど。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、それじゃ「ゴミ処理について」質問して下さい。 

○７番（橋場 守議員）ゴミ問題で言うとね、実はねあれなんですよ。例えばペッ

トボトル、ビンや何か、これねそれを売った人作った人はねちゃんと儲けてるんで

すよ。その人たちが当然ね回収して、処理しなきゃならんものなんですよ。ところ

がそれはもうどんどん出しっぱなしにして、後片付けは税金でやってるちゅうのは

ねこれはとんでもない話なんだね。だからゴミ問題で言うと単にね、資源を集める

のは当然のことだちゅうことではね、ダメなんですよね。やっぱりなんかね、うち

らの岩佐っていう元議員がいるんですけど、この人ゴミの問題を専門にやってるん

ですけどね、焼却をするようになってからですね、ペットボトルの種類が物凄い増

えたそうなんです。ところがその人はヨーロッパも回ってきてますからね、他の国

ではねペットボトルはもうサイズ決まってるんです。ああいうもうでっかいのやち

っちゃいのは作らんそうですよ。結局それらを製造者の責任においてね回収させる

っていう、国の方針としてしっかり根付いているらしいんですね。そういうところ

をね進めて行かないで、そこに目を向けないでね出てきたゴミだけをね、資源ごみ

だとかあれだって、やってたんではね要するにそれで儲けた人たちをねそのまま野

放しにしてしまうことになるんですね。そういう観点に立たなきゃならんのでない

かと私は思ってます。それで、その助け合いなんですけどね、ゴミ、結局誰かが儲

けたやつのね、捨てたもの一生懸命私達税金で集めてやってるわけなんですけども、

ちょっとさっき、今ちょっとの間だちゅうんですねあそこに管理人付くちゅうのは、

そうなるとこれは私が質問するのと大分違ってくるなと思うんですけれども、今の

状況で見ると町長が個別収集したらね、とってもダメなんだちゅってるけど、個別

収集と同じなんです今の状況だったら、持ってきたやつをぽんぽん置いてって管理

人がこう分けてるんです。そうなんですよ、今それで管理人もいやいや困ると、色

んな物がきちんとした、洗ってなかったりなんかして困ると、で私はねこのゴミの

問題で１００歩譲ってね、持ってこれる人は持ってきていいと思うんです。だけど

この、持っていけない人についてね町内会で責任持って助け合いでやってくれとい

うことですよね。助け合いちゅうけど、助ける方も大変だなと思うし、助けられて

る方もねやっぱりゴミをね持ってってもらうんですから、やっぱり辛い思いをする

んですよ。こういう思いをさせるのは助け合いと言うんでしょうかね、私はやっぱ

りねそういう人たちに遠慮なく出してもらえるようなね、状況を作るちゅうことが

大事でないかと思うんです。それでそういう人たちだけはですね、町で月に１回な
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り、２月に１回でも良いですけれども、やっぱり町として、申請してもらってね、

集めに行くというそういう方法したほうが、するべきではないかと思うんです。あ

れですね、雇用対策交付金ちゅうのありますよね、それを作って、これいつまで来

るかわかりませんけれども、そういうのを活用してね、やっぱりごみ収集ちゅうの

を町が責任持ってやるっていう方向でやるべきだと、そして特にその持って行けな

い人ちゅうのはね、これはあの住民じゃなくて町として責任持ってやるべきだと、

こういう風に思ってるんですがいかがでしょうか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（西田篤正町長）ご質問でおっしゃられるとおり、製造者の責任ってこれで

終わるんであればこれは最高だと思いますよ。ですから、私どもも今の方法が最良

だとは思ってません。将来に亘ってやっぱり場議員がおしゃるように、その製造の

責任において全てが、あるいはですねそのペットボトルのサイズを統一して無駄を

無くすとか、そういう国民の盛り上がりがあって制度となればですね、私どもの町

もそれに沿ってやってかんきゃならんと思いますし。むしろ今こういう分別方式を

やることによって、そういうような住民の皆さんの盛り上がりが出てくると思うん

ですよ。こんな無駄なことしないでペットボトル格好悪いかも知れんけども、統一

したもんにしたら後で使えるんじゃないかとか、あるいは製造者の責任で持ってそ

れを回収する方法を国で考えなさいとかっていう方向に行っていただければ私ども

としてもこれは大賛成で、そうあるべきだという風に思いますし、そういう私ども

の考え方も何かの機会でまたそういうことを申し上げていきたいなとか、そんな風

に思っているところであります。 

 それから、今おいてやっていただいてる管理人の方については、当面３月までの

期間です。それは町民の皆さんが慣れるまでの間、指導していただきましょうとい

うことですから、その後の、後についてずっと置くとかそういう考え方で今やって

るわけでありませんのでご理解を頂きたいという風に思います。 

 それとあのせっかく町内会、例えば自治振興協議会が中に入っていただいて、ゴ

ミの問題色んな話しをさせていただきましたけども、特にあの１町内のようにです

ね、積極的に町内会挙げて論議をしていただいて、システムを作っていただきまし

た。１番早くこういうスタイルでやりたいっていう報告きたのが１町内ですけども、

そういうような人たちの思いもやっぱり大事にしなきゃならんと思うんですね。お

互いに助け合って俺達も将来年取ったら皆に世話になるんだから、今元気なうちに

俺達もやっぱりそのお手伝いをしましょう、それでそのゴミを集めることによって

隣近所の安否も気遣えれるし、丁度いいことになったわ。そういう声も聞こえるん

ですよ、ですからお互いにやっぱり年を取って面倒を見てもらう時には見てもらう

というその素直な気持ちでですね、その町内会の皆さんあるいは近所の皆さんに自
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由にその話しのできるような雰囲気を作ってもらう、大きないいきっかけになった

のかなと私は思っております。 

 それと併せて、健康福祉課中心になってやっております独居老人や、老人世帯の

ですね、はあとふるぬまたのその支援体制もこれもやっぱり全道に先駆けて今組織

を立ち上がりますけれども、こうしたものとこの今のゴミの問題というのは連動さ

せるべきだと思いますし、連動してくだろうと思うんですよ。そしてそのお互いに

助け合う、そのことがやっぱりこの沼田に住んだら本当に年取っても安心だねとい

うそういう町に、私は繋がるんでないかなっていう風に私自身は思ってますんで、

考え方が違ったらご理解いただけるかどうかわかりませんけども、そういう考えで

いるということをご理解いただければという風に思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、橋場議員。 

○７番（橋場 守議員）あんね町長、町長もそれから私達議員もね、町民から俺達

の代わりにお前ちゃんと俺達が幸せになる町政をやれと、言われて議会に出てきて

るんですよ。そしたらね、そういう例えばゴミは製造元で処理するのが当然だって

思ってっても今まで町長一度もそんなこと発言してないですね。だからね町長、俺

達やっぱりそこのところをね住民に対して訴えて、それで世論が持ち上がってくる

んじゃないかと思うんですよ。だからそういう点で私が言ってるのはね、悪いこと

ではなんだけれども、それをきちっとした同意っていうかね、そういうものをね住

民の人たちに話をして、要するに自覚を高めると、世論を、とんでもないよとこん

だけのねゴミをねあの自分達で作って金儲けときながらね、後始末は税金でやらせ

るちゅうのはとんでもない話しなんだということがね、住民の皆さんに言えるの誰

なんですか、町長なり、私達なんですよ。これから、今日おられる人たちはあの幹

部ですからね、やはり町民に対してそういうこともねやっぱり話していかなきゃな

らん立場の人たちだと思うんですよ、ですからただ町民から盛り上げってくるだけ

だけ待ってるんだったら、私達選ばれたなんちゅうか義務がないんで、って果たす

べきじゃないかと果たしてないんじゃないかなと思うんですね。ですから是非とも

ですね、助け合いでやる問題と、町、自治体がきちっとやらなきゃならなんってこ

とで、きちっとけじめをつけて今の所は財政こんなんで、つまりさっき言ったよう

にね国やり方でこうなったから、でも将来ねやっぱり財政を立て直させて、で自治

体やるからという立場でねやるのと全然違ってくるんですよ、で私はそういうこと

を町長にどうですかって聞いているわけなんです。 

是非ともですね、稲刈りがあるみたいだから、とにかくあのそういう立場でね物

を進めてほしいなと思っています。是非ともこれはあの答弁いりませんけれども、

その運べない人のやつだけはね、やはり助け合いちゅったてやっぱりね、感情が色々

とあるんですよ、だからその点は惨めな思いをさせないっていう立場からね、なん
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とか手を打ってほしいなと思っています。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、よろしいですね。それでは８番中村議員「我が町再

生プランの検証について」質問して下さい。 

○８番（中村保夫議員）はい、８番中村でございます。我が町再生プランの検証と

いうような事で質問させていただきたいという風に思います。 

 現在職員レベルの中で第４次総合振興計画の検証、併せてですけれども第５次総

合計画の策定、基本方針ができていよいよ肉付けに入ってるという風に聞いており

ますけれども、検証作業と同時進行で行われてるんだろうなという風に理解をして

おるところでございます。 

振り返って見ますとですねこの計画っていうのは、西田篤正という人が沼田町長

になって１１年半、正に真っ只中にこの第４次総合振興計画というものがありまし

て、それを作ったのも西田町長の１期目ということで、最終年が３期目という風に

思っておりますけれども、中でもですね後半の５年間は１市５町の合併の議論とか

色々ありましたんで、色んな議論の中で沼田町が当面の自立を宣言をし、我が町再

生プランというようなものを銘打って、本当に他の町から比べれば１年も２年も早

くそういったものを策定、そしてまた執行していったといったところでございます。 

その先を見る目と、それからまたそれを作っていった指導力を私自身は非常に高

く評価をしておるところでございますけれども、昭和２２年度を持ってこの計画が

一応の終了にあたります。町長としての今までの経過等々伺いたいという風に思っ

ておるところでございますけれども。微細なこの点がこうなった、あの点がこうな

ったっていうこう微細な部分はいいんですけれども、ざっくりとした感想の中で直

近５年間で成しえた事は何なのか、そして又残念ながら成しえなかったことは何な

のか、そしてまた後半年ある訳なんですけれども、やり残したことは無いのかとい

うようなことをお伺いを致したいと思います。 

 北空知全体の風潮がですね、人口減少ですとか、医療過疎ですとか、あるいは農

業政策の変更などで非常に沈んだ状況にありまして、沼田だけがこう右肩上がりの

成長なんてできるような仕掛けではございませんけれども、そんな右肩下がりの状

態の中でその中でも何をなし得たか、そしてこれはやりたかったけどやれなかった

ことは何か、そういったことについてざっくりとお話を頂きたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（西田篤正町長）ご質問の第４次時総合計画と再生プランということ、間も

なく１２年になろうとしてるわけでありますから、この間大変ご指導いただいてお

りますことをまずもってお礼を申し上げたいという風に思いますが。 

お話のようにやっぱり平成１７年の我が町再生プラン、これは正にあの私１人の

功績ではなくてですね、職員の英知を絞って合併を回避するために、あるいは自立
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をするためにどうやったらこの町は生きていけるのか、あるいは住民の皆さんの幸

せがどうやって高まるのかということの論議の上で出来たものでだという風にご理

解を頂きたいという風に思いますが、正にそうした中でですね、成しえた事ってい

うのはですね、余り詳しくまだ私も検証しておりませんのでこの後検証しなきゃな

りませんけれども、質問いただいてから若干こう考える時間がありましたんで、考

えますと、やはりあのまず第１にはやっぱり町長就任の時に公約に掲げた住民参加

のまちづくりって言いますか、開かれた町、町政っていいますか、こういうものが

ですね、合併ですとかあるいは就業支援センターの開設、あるいは近くでは学校の

移転の問題、あるいは病院、厚生病院のあり方、あるいはゴミ処理の問題等、様々

な問題で住民の皆さんと広く論議が出来たということ、これは私としてもですね十

分町民の皆さんと膝を交えての話しが出来たということの大きな柱になってるんか

なという風に思ってるところであります。正に住民参加のまちづくりをこういう形

で進めさせていただいたということをご理解頂きたいと思いますし、２番目にはや

っぱり今ご質問の中でありましたように、様々なその過疎計が過疎のあの過疎でな

くて、再生プランあるいはその総合経過の中で様々な事業がありましたけども、大

方のやってきた事業はこの計画に載っていない事業が突然行政需要として沸いてき

てる、これらを考えますとですね良くここまでその住民の皆さんの期待に応えれる

そういうその行政の執行が出来たのかなと、そんな風に思ってますけども、これも

今申しましたように職員の皆さんの大変なご協力と、それから１１年と比べますと

一般職の職員の減少率が２０人の減少になっておりますから、これだけの職員の減

少して、なおかつ財政を健全維持できてるというのもですね、本当に職員のお力添

えだという風に思ってるところであります。加えて今申し上げましたように、様々

なその新しい行政需要をですね、例えばバラ施設の大規模改修、農家の方でいきま

すとそういうこともそうですし、原野北線の取組もそうですし、近年のあれですね、

それから医療費の中学校まで無料化にしたのもそうですし、子宮ガン検診も他町村

に先駆けて実施をさせていただきました。それから実習農場の開設についても相当

な金額の費用を捻出しながらですね、そういうその様々な行政需要に応えることも

できたということも、健全財政だったからこそだという風に思っております。加え

て基金の残高もですね当初計画よりもかなりの上回った金額で今基金を持っており

ますし、そうした面での状況というのは例えば地元の建設業界の皆さん方が１件も

倒産することもなく私の期間中は推移をしておりますので、そうしたものを見ても

明らかにやっぱりそれだけの工事量の配慮もさせていただいたのかなそんな風に思

っているところであります。 

それから３つ目にはやっぱり雪を柱にしたまちづくりの宣言をしておりますので、

この雪の取り組みが１０年がかりで雪山センターが町費の持ち出しをせずにですね、
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国の支援をいただいて成し遂げた、それが今大きな花とですね咲こうとしていると

いうことも大きなその功績のひとつ、私の遺したひとつかなという風に思っており

ます。これはあのハイテクインターが正にその雪を利用して実験、寒冷地の実験実

施をやるためにこの企業は進出したということも、そうしたことを見ても明らかな

ことだという風に思いますし、次世代、これからのですねまちづくりの基本はやっ

ぱりこの雪を利活用した総合的なその、観光もそうですし農業もそうですけどもそ

ういうものへ結びつけが一定の基礎的なものが出来上がってきたのかなという風に

思っているところであります。 

それと、敢えて４つ目といいますけども、やはり雇用の場の確保の為にですね、

一時撤退した東海電子の跡を日本パッケージの進出をいただいたり、あるいはあの

先程話しあったエバーグリーン、農業の支援体制に支援をいただくエバーグリーン

の進出をいただいたり、あるいはハイテクインターの進出が決定したりということ、

あるいはあの一定の雇用に繋がっております就農支援センター、これもあの国の職

員が４名まで増員され、更に１２名の定員のところ１２名なりますと、まだかなり

の国の職員が来ることになるという風に思いますし、一定の定年を得た人たちが、

地元の人達がですねそこで働く場所を作っていただいてるということも大きな要因、

雇用の場の繋がりになったのかな、そういう意味では近隣の市町村に比べてそうし

た小さな雇用の場ではありますけれども、かなりのその数の雇用の場の充実が出来

たという風に思っているところであります。 

最も成果があったことで、ちょっと誇らしげに言おうと思ったんですけど、先程

の絵内議員の質問でちょっとがっくりきてるんですが、やはり私あの前にもお話し

てありますように、職員には公務員らしくない公務員になれということを盛んに言

っておりますけども、やはり民の発想を持って町民の目線で物事が判断できる、あ

るいは考え方の発想ができるそういう職員になってほしいということでお話をさせ

ていただいておりました。正にそういう風になりきったとは言いませんけれども、

その芽がやっぱりでてきてるだろうと、例えば沼田で、１００万円で沼田で社長に

なりませんかという事業も正に職員の発想ですし、それからリフォーム住宅のです

ね、２５万の限度の補助の制度についても、これもやっぱりちょっとしたことです

けどもやっぱりそこで約２億円の事業が産んだということ、こうした発想が出来る

職員がやっぱりでてきてるということ、これはやっぱり私１２年間で大きな成果と

して挙げてもいい、自分なりにですよ自分の評価としては挙げていいのかなとそん

な風に思っているところであります。 

色んなことがありますけども、時間もあれでしょうから端折りますけども、残念

ながら成し得なかったことは何か、これはあの継続的にこれからもやってかんきゃ

ならんことと合致しますけども、大きなものとしてはやっぱり自衛隊の部隊の拡充、
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誘致これがやっぱり今の弾薬支処でなくてもう少し大きいものという町民の願いに、

をですね十分達成することが出来ていないということ、それから途中で掲げました

食糧の雪を利用した食糧の備蓄基地構想がまだ実現に至っていない。それから３つ

目には刑務所、行刑施設の誘致についてもそこまでまだ至ってないということです

ありますけれども、自衛隊誘致についてはやはりあのこれからが大事だろうという

風に思って降ります。部隊の縮小とか色々なことがありますけども、とにかく演習

場が足りないということでありますから、可能性はかなり高まってきてるのかなと

いう風に実感をしておりますし、食糧の備蓄基地構想につきましても国がやはりそ

ういうものに少しずつ腰を上げてきたという、このことを見ますとやっぱり雪の先

進地、取組の先進地であります沼田町決して悲観する事がないなとそんな風に思っ

ておりますし。行刑施設についてはですね刑務所って言うのは難しいかもしれませ

んけども、今のセンターをより有効的に使っていただいてその上で出来うればです

ね、近隣にありますけども少年院等を誘致することによって一貫した子供のその更

正ができるのかなとそんな思いもありますし、将来に亘っては男性のその少年院を

仮退院した子供だけでなくてですね、安定して町民の皆さんの理解が得られるとす

れば、女性のその少年院のそういうそのセンターの拡充っていいますか、そういう

ことも可能なのかなと、そんな風に思っているところであります。 

その中で小さいとは、皆さん方に直接関係ある中で成し得なかった一番残念なの

は、やはり幼稚園の２年保育、これは私は現職、現職ってまだ教育長の時代から常

にそのことを言っておりましたんで、今だかつて実現できない本当に申し訳ないな

という気持ちでおります。これは将来の子供のために是非ともやらなきゃならんこ

とだったんでありますけれども、諸般の事情でそれは成し得ないということをご理

解いただきたいなとそんな風に思ってます。 

もうひとつ残念だとか、本当に残念だと思っているのは沼田高校をこの３月で閉

校させたこと。これがやっぱり私としてはやっぱり大きな雇用の場にも繋がってま

したし、それから人口が今減ってく大きな要因にもなってるということで、その力

不足はですね、理解は得られなかったという事は勿論現実のことでありますけども、

非常に残念に思っているところであります。 

そうした中でやり残した事はないのかということでありますけども、行政は継続

性がありますんで、それが果たしてそのやり残したことかどうかということは疑問

でありますけれども、この先やはり北海道の財政状況も厳しい中で、私どもは沼田

警察署、あるいは普及センターこういう道立の機関の撤退が恐らくごく近い時期に

来てるんでないかなということを感じましてですね、なんとしてもやっぱりこの人

口４００人復活をですね成し遂げないと、これらの町の形態が崩れてくという大き

なやっぱり懸念がありますんで、この辺のためにですねその人口４０００人をどう



 

41 

して復活させるか、これが大きな課題かなという風に思っているところであります。 

それでちょっと長くて申し訳ありませんけども、その第１にやっぱり私は残念な

のは先ほど絵内議員からありました、農産加工場を始め直轄の事業がですね非常に

やっぱり、何て言いますかね役人の後、役人っていうか役所の後押しをしてもらっ

てるっていうその安心感か、非常にやっぱりその自らの発想だとか行動だとかそう

いうのが足りないっていう風に私は思っております。先程あった加工場の処理だと

か色んなことを聞いてもですね、これは民間ではそんなこと絶対にありえないこと、

ところがやっぱり役場の発想って言うか役場の後押しがあるという甘えがそこにあ

るんかなという風に思いますから、この辺をですねやっぱりまず第１にその直轄す

るほたる館もそうですし、加工場これらをどうやって立ち直らすかということが大

きなこれからの課題だろうと、この後そういう事が大きな課題になってくるという

風に思っております。それと併せてですね、やはりあの３千今６００台になりまし

たけれども、この３６００台の町の中で循環型の社会を作ってかなきゃならない。

例えば実習農場は実習農場、さっきのご指摘の通り申し訳ありませんけども、バラ

バラではダメなんです。あそこで作った椎茸を加工場が加工して売る、今年はあの

観想機械を買っていただいてますけども、まだ製品が出てこない状況ですから、そ

ういうその感覚じゃダメなんです。やっぱり実習農場と加工場と温泉とそれと役場

の行政とが一体になるような循環型社会を作ってく、これは商店も入れてですよそ

ういうものをやってく事によってこの３６００が経済力からいっても５０００人、

６０００人の社会を作れるんですよね。でそういうことを、が本当に残念ながらま

だ出来上がっていない。ここをやっぱり何とかしてかんきゃならんのかなという風

な思いでおります。 

この残された期間で出来るだけまた頑張って行きたいなという風に思っておりま

すけれども、まず第１にやっぱり自動車学校含めた直営の事業の経営形態を変える、

変えたことによってより一般財源の投入を減らし、しかも自主的に運営することに

よってそこで雇用の場を生むという、これはやっぱりやって行かない限り企業誘致

をやったりしても、それが全ての人間が沼田から雇用されるということありません

から、できるだけ地場の産業を育てながらやっていくというのがこれが大事なこと

だという風に思います。それと併せて３６００数十人の人口だけを考えるんでなく

て、その基盤が出来上がったら例えば夜高あんどん８万３千人の人が来てる訳です。

その８万３千人を巻き込んだ循環型の社会を作ってかんきゃならない。それは農業

もそうだと思うんです。自分達が農協に出すだけでその商売はいいだという考えで

なくてですね、例えば町が今一生懸命やっている都庁へ行って物を売る、小矢部行

って物を売るそれから台湾に行って物を売るにしても、申し訳ないですけども農家

の皆さん方は非常に消極的です。他の町では考えられないぐらい安定してるんです
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ね、沼田の農家の皆さん方は。ですからそういうことをもうちょっと目覚めていた

だいて、その循環型社会に農業と観光とかみ合わせて社会を作ってくことによって

自然的に商工業の皆さん方もそこで活気がついてくる、このことをやっぱり作って

かんきゃならないだろうという風に思ってます。 

これが出来ないとすれば沼田の町はこの４０００人の復活ってのはありえない。

そんな風に思ってますんで、その辺がこれからの大きな課題かなという風に思いま

す。これがやっぱり第５次の総合計画の柱になってくるんかという風に私は思って

いるところであります。 

いずれにしてもやっぱり、こうしたものを循環型社会を作るにしてもそうですし、

直営事業を活性化するのもこれはやっぱり人だという風に思います。ですから今ま

で従来やめてもらう、あるいは配置を替わってもらったら気の毒だというような考

え方がやっぱり前面に役場の職員の中にも私にもあるんかもしれません。それはや

っぱり一旦捨ててですね、やはり有能な人材を投入して一気に改革をしていかない

とこれは出来ないだろうという風に思いますんで、正にこれから明年に向けての大

事な要素だろうという風に思っております。 

それと併せて病院の問題も含めてですね、中学校跡地の有効活用。これが大きな

やっぱりこれからの課題になってくるだろうという風に思いますし、今病院を有床

の病院としてやろうという考えで進めておりますけれども、人口がこれだけどんど

ん減っていく状況の中でもし４０００人復活が実現しないとすればですね、見通し

がつかないとすればこれはあの厚生病院も診療化をせざるを得ない状況もひょっと

すると出てくるかもしれません。ですからこの４０００人というのは非常に大きな

キーポイントだという風に思います。これを核にして町をどうやって作ってくか、

どう活性化させるかこれが大きなこれからの皆さん方の議論のひとつになるんでな

いかなという風に思っております。 

それとそうした中に今中であります、従来からありました五か山の開発ビジョン

っていうのがあるんですけれども、このビジョンをきちっと具現化させてですね農

産加工場、実習農場、それからゴルフ場それから今の明日萌それからほたる館これ

らを結んだひとつのですね、体験学習も含めた観光ルートの整備、ものをどうする

かということをもう一度論議をする必要があるだろうと、これはやっぱり沼田を再

生できる最大のエリアだろうという風に思ってますんで、そういうことの考え方を

しっかりまとめてかんきゃならんという風に思っています。 

もうひとつで終わりですから勘弁してください。最後にですね農業、本当に基幹

産業は農業だというように私も思ってますけども、農業者の花嫁さんでよ、担い手

に花嫁がいないという事、これは必然的に農業が崩壊する原因になります。なんと

してもやっぱりここをね手当をしなければ、相当の金を、知恵と金を注ぎ込んでこ
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こをやらない限り沼田の農業は持続できないだろうと、私はそう判断してますんで、

ここの部分にこれから皆さんと論議しなきゃなりません、来年に向けてはですね、

外国の農業実習生、外国人の農業実習生も引き受けをして、その中で何とかやっぱ

りそういう対応もしてかんきゃならんのかなという風に思っているところでありま

す。これは異論のある方もいらっしゃるという風に思いますけれども、今小平町で

すとかですね、遠くでは別海ですとか色んな所でそういうシステムが町中挙げて今

作り上げてきている時代だっていう風に聞いていますし、先般も東京で日本を明る

くする、NPO の日本を明るくする何とか会ってのがあるんですけども、主に自民党

の方、代議士の先生方入ってて、中小企業の方も入ってるんですけどね、そこへ行

って沼田の実情と報告を話しをさせていただきました。その中でも今は時代は違う

よと、やっぱり外国のそういう人たちも導入することをやってかないと日本の社会

全体が成り立って行かない時代なんだから、そういう視野も広げたらどうかという

お話しもいただきました。このグループは１１月に沼田に訪問をしていただいて、

沼田の現地を全てご覧いただくことになってますんで、その中で例えばよしこの牧

場だったらうちの会社がやろうという会社がひょっとしたらでてくるかもしれませ

んし、温泉、よしこの温泉それじゃまかせてくれるようになったっていうような話

しも出るかもしれません。そういうような PR っていうか実情を訴えながらですね、

これで２度お会いしてるんですけども農業振興課長ともそういったところ行って

PRをしておりますんで、そうした民間の力も借りながら今まで申し上げたことを、

もう一度真剣に論議をさせていただいて何とかその目標に掲げている４０００人復

活の何て言いますか、目先を付けたいと言いますか、何とか踏み出したいなとそん

なような気持ちで今のところおります。 

したがって後残された期間、この任期中の期間はもう僅かでありますけれども、

その中に職員とも十分論議をさせていただきながら、検証しながら新しいまちづく

りのために何か出来ればという風に思っているところであります。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、中村議員。 

○８番（中村保夫議員）非常に懇切丁寧に、１２年間を振り返って後の１０年を展

望するという意味ではこれでもまだ短いぐらいなのかなという風な事で、非常に説

明を聞き入らせていただきました。枚挙にいとまわない位の功績とそれからそれ以

上の課題があるというような事で、町長ってのも中々大変なもんだなっていう風な

実感を持っております。 

私もですね町議として７年間過ぎたわけですけれども、私もやっぱりあの支持者

の方とこんな事やります、あんな事やりますって約束をして、７年間経ってふと考

えると約束したことの５０％できたのかな、３０％できたのかなっていうぐらいの

数字でありまして、そろそろ４月が近づいてくるとこのままもう１期続けて７０％
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持っていったらいいのか、いやいや２期間一生懸命やったんだけどここまでしか出

来ないんだから次の人に譲った方がいいな、いいのかとか、ついつい色々考えてし

まう訳であります。プレスを呼んでないんでここで今日は重要な発表はきっとない

だろうとは思いますけれども、こうやって１２年間町長やってきてまだ町に対する

意欲、半年では消化できないようなものがあるようでございます。先程の基本方針

やなんかの中でも来年度は夜高、先程話にもありましたけれども、８万３千人の来

客だったけれども、来年は３５年だから、あるいは小矢部との交流１０周年だから

というようなことで来年はもっとこう大きくして行きたいんだというようなことで、

意欲をにじませたのかなっていう風に私はこう理解をさせていただいておるんです

けれども、その点について何かニュアンスが聞かさせていただけるんであれば、お

聞かせを頂きたい。つまり後半年あるとはいいながら半年では出来ないんだってい

うような事があれば聞かさせていただきたいなと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（西田篤正町長）何て言いますかね、まだ残すとこ半年ある中で余りにも消

極的になってしまいますとこの半年間ってのは全く無になってしまいますんでね。

あくまでもやっぱり職についてる間はそれだけの意欲を持ってその職に臨まんきゃ

ならん、これは基本だろうという風に私は常に思ってますんで、恐らくあの辞める

にしても辞めないにしてもですね、来年の３月まで、４月ですね４月一杯任期の間

はそれなりの頑張りでやっていかんきゃならんという風に思っているところであり

ます。 

 ただ、従来と私ものの考え方が若干変わったといいますのは、１期２期３期とい

うのはこれは自らやっぱり、特に１期め２期目って言うのは自らやっぱりそういう

ですね町を何とかするという自分で自ら立候補って、正に立候補ですね。自分の意

思を前面に出して出てきたわけでありますけれども、この４期目って言うのは正に

私に本当にどういう役割があるんだろうか、それから町民の皆さんが私自身にどう

いうことを望んでいるんだろうかということを十分見極めて判断する必要があるだ

ろうと、もう３期もやれば大分そういう面では人間も少し大人になったのかなとい

う風に思いますから、そうした意味で私は色んな意見を聞かされておりますけれど

も、あくまでも最終判断は町民の皆さんの色んな意見を聞いてですね、どういう役

割が私に残っているかということを判断させていただく時期があるのかなという風

に思っております。 

とにかく今の時点では現在も色んなことの課題を言いましたんで、少しでもそれ

が片付くようにですね努力をさせていただきたいとそんな風に思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、中村議員。 

○８番（中村保夫議員）最後にひとつだけ聞かさせて頂きたいと思います。今日の
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新聞に奈井江の北町長が７選出馬を表明したようであります。砂川の市長は引退を、

３期で引退をするというような事がプレスに出ておりました。 

 確かそのとき私は町議でも何でもなかったんですけれども、西田町長が町長に出

られるときに確か多選批判っていうようなものもどっかにあったという風に思って

おりまして、町長が考える多選って言うのは何期からかなっていうところだけちょ

っと聞かしていただきたいなと思っております。 

 もちろんその壊れれば出るというような事、ニュアンスで先程聞かしていただい

たんですけれども、そういったものは当然あるでしょうけれども、多選って言うの

は何期からかっていうことだけちょっと、認識としてお聞かせを頂きたいと思いま

す。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（西田篤正町長）あのそれはですね、その時代時代でやっぱり違うと思うん

ですよ、私が出た当時恐らく３期ぐらいであろうという風に言ったんだろうという

風に思いますけれども。その当時は財政状況もいいですし、人口の減少もそんなに

極端にいってるわけでもない、そういうような状況の中でいいですよと、３期くら

いが十分じゃないですかとってお話しをしたんですけれども、新聞でご承知の通り

北さんあれでだけ、７期やるということですからそれは町民の皆さんが北さん、現

職の町長をですね望んでやっぱりそれは推してるわけですから、これはあの町の考

え方、あるいは町民の考え方それぞれの方がこの人だったらもう長すぎるよね、こ

の人だったらもう１期いってもいいよねというそういう判断だろうと私は思います

けどね。 

○８番（中村保夫議員）終わります。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、以上で町長に対する一般質問を終わります。次に、

教育長に対して一般質問を行います。通告順に順次発言を許します。１０番渡辺議

員、教職員住宅についてを質問して下さい。 

○１０番（渡辺 敏昭議員）１０番渡辺です。この質問についてもこのあと橋場議

員から専門的見地でじっくりと質問されると思いますが、私からまず沼田高校が無

くなって高校教員住宅のその後も含めて町内の幼小中教職員住宅の状況と通勤範囲

との現状というものをまずお伺いしたいと、そこから始まりたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、教育長。 

○教育長（松田剛教育長）お答えします。今小学校中学合同で教員の数。教職員の

数は小学校は２１名、中学校は２０名で、町内在住小学校９名、町外１２名、中学

校２０名に対して、町内在住９名、町外１１名、ですから町内在住は約４割、５割

は切れているという状態であります。それから教員住宅につきましては今以前は小



 

46 

学校の教員住宅、中学校の教員住宅と振り分けが大方の現状であったんですげど、

現在は、小学校、中学校の小学校の住宅、中学校の教職員住宅という分け方をして

おりませんので、今現在、教職員住宅は１６戸、あります。 

そのうち、空き家が２戸、一般の町民ですね、入っているのが２戸、教職員が１

２戸となっております。 

例外として、旧沼田高校の教職員住宅に１名が入居しております。そんなような

状態です。それから、町外の、から通勤している関係ですが、小学校の１２名中、

深川８名、秩父別町１名、北竜１名、滝川１名、すいません、北竜２名ですね。そ

れから、中学校、町外１１名、其の内深川６名、岩見沢１名、幌加内２名、留萌市

１名、北竜町１名ということであります。現状ではそういう形になっております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、渡辺議員。 

○１０番（渡辺 敏昭議員）半分以上が町外からということですが、わが町でも有

望な教職員には多く長く勤務して欲しいですし、人口４０００人復活ということで

先ほどらいから、町長からもお話がありましたけれども、この町に少しでも多くの

人方が定住してまた、この町の中で教職をとって頂ければそれが、一番いいのでは

ないかという風に私は、考えている次第です。で、私たちの小中学校時代の頃とい

いましたら、学校が終わってから何時までも、グランドや体育館で遊んでいたり、

そこらで道草をしたり、そのためか先生方は結構遅くまで、学校に居たりもしてい

ました。先生の住宅も学校の敷地内にあったりなようなもんで、担任の先生の家に

学校帰りたまたま遊びに行ったりもしたところです。今そんなことが、良いかどう

かは別として、今よりは、先生と生徒、先生と父兄との繋がりもっと強かったよう

に私は思うのです。その根幹にあるのは、やっぱり同じ町に住んでいると、同じ町

内に住んでいるという精神的な信頼感という、そんな物もあったんではないかとい

う風に思うんですよね。地区の忘年会だとか、新年会、沼田なんかもお祭りもあり

ます、そんな行事に参加すること、または出来るような環境下にあることもそれは、

それもひとつの方法ではないかとそんなように思います。そのためにはやはり、一

人でも多くの教職員の方々が、定住して頂く、沼田に住んでいただいて、沼田で教

鞭を取って頂く、その様な事が大事なんではないかという風に私は思っています。

橋場議員さんとはちょっと考えが異なるかもしれませんけども、私は有望な教職員、

そういう言い方が当たるかどうか分かりませんけども、頭が良いとか、授業がうま

いとかと言うよりも、特に最近は子供や父兄とそういうものの信頼感をうまく構築

できるかどうかというのが、有望な教職員でないかと私は単純にそんな風に考えて

います。昨今盛んに放課後教室だとか、学童保育の充実なんかが叫ばれています、

そのためにも、学校の近くに教職員が居ることが、やっぱり必要なんじゃないかと、

そんなふうに思っています。今一度学校教育のあり方とか、そんなような事から、
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この町で、定住が教職員には必要なんだとそのためにには、教職員住宅の見直し、

私は、もうちょっと教職員の住宅を整備する必要があるんではなかとそんなように

考えているもんでございます。そこで、教育長としてこの教職委員住宅の整備と言

う事で、一般質問の通告書にも書かさせて頂きましたけれども、その点について、

お伺いして質問したいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、教育長。 

○教育長（松田剛教育長）今、渡辺議員さんに言われましたように、私は教育委員

会、役場に奉職してから教育委員会がすごく長いんですが、私も教育委員会の職員

で若い時に、先生方が町外から通っている先生は殆ど居なかったのかなと、で、と

にかく居て、良く、父親も偶々教員だったせいもあるかも知れませんけども、飲み

屋さんに行っていると少し教職員の先生方が飲みすぎてだらしなくて、逆に父兄の

お父さんお母さん方が逆に家に送っていくのを見たり、それから、逆に私の記憶で

は、昭和５０年代は各、児童生徒も多かったせいもありましょうけど、各町内会に

子供会があって、その中に必ず子ども会の指導をしてくれる先生が必ずいたという

現状がありました。実際に私も教職員の人事がある時に一番に考えることは、沼田

の児童生徒にとって一番いい先生、児童生徒にとって一番いい先生をとりたいなと

いうことで、常に日ごろこれは心掛けております。実際に、以前の私の諸先輩の教

育長さん方と同じかなと思っています。実際には、そういう形で、いま学校の先生

方は、一般的には７年で大体勤務を異動しなければならないという状態で、一般的

には５年、最高で７年くらいで異動という形で、なかなかこういう形でいくと、今

の１６戸ある教職員の住宅で正直言って私の住宅より古い住宅は 1 戸だけです。一

番新しい住宅は今、４戸あります。中学校の線路沿いにある 2 戸とか、小学校の教

頭校長住宅が平成 4 年で一番新しいのかなと、それ以外でも全て昭和 50 年代に建

っていますので、私どもいつも教職員の人事のときに、以前からそうですけど、人

事異動で沼田町に来られるときは先生に、是非沼田町に住んで欲しいと、いろんな

事で、先生方の力を、先生の力を学校だけでなく、地域に生かして欲しという事で、

呼びかけています。ただ、最近は、私どもに来る実態でよく、橋場議員さんと個人

的に話すんですけど、先生方は、我々役場職員以上に共稼ぎが多いんですね、実際

に今、マイホームを持っている先生方が、小学校５人、中学校５人ということで、

マイホームを持って通勤している先生がそれぞれ小学校中学校に５名づついると、

正直に言って、後で橋場議員さんからも質問ありますように、教職員住宅が古くて、

入りづらいという時もあります。ただ、私は理事者の理解を得て、町の職員住宅よ

りは遥かに見かけは悪くても中身は充実させる形をとっていますので、その中で、

教職員から不平不満は出ていません。ただ、少し昔の教職員から比べると、今の先

生方は教職員住宅はあてがえられて当然。それから、除雪はしない、家の管理をち
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ょっとおろそかにすると言う事で、そこらへんの関係は学校の校長教頭と相談しな

がら雑草が生えていると少し刈ってほしいだとか、いろんなことをしていますけど

も、実際に今町外から通っている先生には、今回の４０００人復活ばかりじゃなく、

毎回いつも、先生方の関係で問いただしたり、それから、沼田町に住むと、こうい

うメリットがありますし、こうゆうがにして欲しいという希望もあるし、逆に先生

方にもし沼田に住む場合にどういう形があれば、住んでくれますかという、毎回そ

こらへんの関係は先生方とやり取りはしています。ただ、問題は、中には共稼ぎで、

奥さんと近いとこに住みたいとか、それから、中には今先生方が若干サラリーマン

化している関係で放課後以外のときに小さい町でいちいち児童生徒に関わるのはお

っくうだという気持ちの先生も若干居ます。ただ、実際にはそういう関係で行くと、

ここら辺の関係は教育委員会並びに学校の校長先生や教頭先生の指導が必要だなと

感じしていますので、そこらへんのコミュニケーションも十分図りつつ、学校の先

生方と話す機会というのが、あって余り数は無いんですけど、その時に是非、冗談

を言いながら、沼田に住んでくれれば、こういう楽しさもありますという問いかけ

はしています。気持ちとしては、先生方も出来るだけ沼田に住みたいという気持ち

があって、特に今年の場合は全員先生方と話しする機会が年度初めありまして、う

ちの町が特に４０００人復活のまちづくりをしている事を先生方に理解頂きまして、

是非機会があれば、沼田に住んで欲しいという形を望んでいます。そういうことで

先生方の理解しながらなんかの機会には、是非引っ越して沼田に住みたいというこ

とで考えて頂いているという事で、たまたま一家族ですけど、近いうちに沼田に引

越ししてきたいと、それには少し何々を付けてほしいいうことなら、来てくれるな

ら、遠慮なく付けますという感じも、とってますので、そこらへんのコミュニケー

ション図りながら一人でも多くの先生方が沼田に住んでいただいて、日ごろ学校以

外でも児童生徒とか保護者とか地域の人と接してもらえば、一番まちづくりとして

必要かなという感じしていますので、その様に努力していますので、また議員各位

のご指導もお願いしたいと思っていますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、渡辺議員。 

○１０番（渡辺 敏昭議員）次何を質問したいのかなと、考えていたんですけども、

教育長の方から殆ど出されたんで、もう納得したなと、そんなところがあるんです

が、昨年度の２１年度補修予算なんかを見せて頂くと、１，９３４，０００円。教

員住宅であまり老朽化されていて、良くなくて良い先生方が、御幣あるかも知れま

せんけども、来て貰えないのかなと私はそんなふうに単純に考えたもんですから、

今教育長のお話をお聞きして、そういう訳ではないんだと、いろいろ個人的な事情

もたくさん在るんだ言う様なことをお聞かされて頂きました。ちらっと聞いたんで

は、逆に教育長からお話ありましたように、沼田にお祭りがあって、夜高あんどん
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があるから、そのお祭りに参加したくないなあといって、だからなかなか沼田に希

望出せないなんてそんなような先生も、最近の若い先生にはいらっしゃるような話

も、ちらっと聞いたりもしましたけども、要するに教職員住宅が老朽化とかそうゆ

うものが、先生の募集に影響がそんなに与えてないんだということではございまし

たけども、ぜひとも財政は厳しいとは言いながらでも、環境を整えて頂けるような

少しでも町財政と相談されていい環境のなかで、いい先生というのが、それが当て

はまるかどうか分かりませんけども、募集して頂ける事をご祈念申し上げて、質問

に変えさせていただきます。 

○議長（杉本邦雄議長）それでは、次に移ります。７番橋場議員、教職員の沼田町

での居住化をどう考えているかについて質問して下さい。 

○７番（橋場 守議員）大体、全部答えてもらったのですけども、ただちょっと、

渡辺議員がね、昔は先生が子供たちと遊んで遅くまでもってやっていますよね。今

の先生たちは、学校、前を通っても分かるけど、相当遅くまで電気ついているんで

すよ。 

仕事をやっているんですよね。結局、昔は子供たちと遊ぶ余裕があったんですよ。

今はそういう余裕ないんで、色んな雑用があるんでないかと思うんですよね。生徒

との関係もあって、学校の先生方のうつ病になる比率がすごく高いと言われていま

すね。ですから、大変なんだなと思いますけども、私も先生方と色々付き合いがあ

ったんですけどね、昔の先生方は、自分の要求で戦っていたんですよ。今は労働組

合一切そういう自分たちの要求を戦っていないんですよね。自分たちの要求で戦う

と、当然子供達や子供も親たちの生活状況に関心持たざる得ない状況なんです。で

すから、本当に 

子供が授業遅れたら自分で夜呼んで教えたりする先生たくさんおります。今は全然

そういう意欲が見られないというんですね。それは何故かというと、結局こういう

世の中になって、言ってみれば働いても働いても報いられないような職員が一杯い

る訳なんですよね。そうすると、この子だけは私のような苦労をさせないように、

学校の先生、勉強して先生になってもらいたい。そうすると、結局その人は、その

育てられたは先生は、ほかの事を考えることの出来ない、自分さえ勉強して先生に

なるということになるのです。そういう社会情勢が今の先生方達を作ってしまった

と思うんですよね。ですから、住宅に入ってもこれは中々言えないんですけども、

単身者で入っていたら、どこが入り口で、本当にここの家住んでいるのかと、獣道

みたいのが入っていますしね。電気のメーターが回っているから、入っているんだ

なと分かるような状況ね、出来て、結局それに対して住宅の修理がなっていないと

いうことから、やっぱり先生方中々来れなかったのかなと思うんですけどね。大体

分かりました、居住権がありますからね、これは来いと言う訳にはいかないんでね、
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だけど、ちょっと、浅野や昭和にあった住宅を持ってきて、建替えて町職員の人た

ちも入っている場所もありますよね。これは町長のあれなんですけどね、やっぱり

雇用者は、自分の雇った人たちへの福利厚生をきちっとしなけりゃならん義務があ

るんですよ。そういう点では、私は教職員だけでなくて、ついでにここに書きまし

たから、町職員の住宅についてもやっぱりきちんとしていくべきだなと、こんなふ

うに感想を持っています。で答弁はいりません。 

○議長（杉本邦雄議長）以上で教育長の質問を終わりまして、一般質問を終了いた

します。ここで暫時休憩いたします。５０分まで休憩いたします。 

１５時３９分 休憩 

 

１５時４９分 再開 

（一 般 議 案） 

○議長（杉本邦雄議長）再開致します。日程第９、議案第６６号。沼田町過疎地域

自立促進市町村計画についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。地域

開発課長。 

○地域開発課長（横山 茂課長）議案第６６号、沼田町過疎地域自立促進市町村計

画について。過疎地域自立促進特別措置法第６条の規定により、沼田町過疎地域自

立促進市町村計画を別冊のとおり提出する。平成２２年９月１６日、沼田町長名で

ございます。 

提案理由別冊について説明を致します。本計画につきましては、本年４月１日を

持って過疎地域自立促進特別措置法の一部を改正する法律が施行となり、現行法で

あった自立促進法の拡充、延長により平成２８年３月末までの６年間制度の延長が

決定されたところでございます。本計画は過疎地域市町村が計画的に自立促進を図

るための計画を策定するもので、財政上の特別措置を活用する為に過疎地域自立促

進市町村計画の策定が必要となることから、策定作業の準備を進め去る８月３０日

付けで北海道との協議が正式に整ったことから、本計画の議決をいただきたく別冊

のとおり提案するものでございます。 

なお、本計画書の詳細につきましては過日ご説明させていただいておりますので、

説明は省略させていただきます。以上よろしくご審議の程お願いをいたします。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第６６号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１０、議案第６７号。平成２２年度沼田町一般会計

補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（辻山典哉課長）議案第６７号、平成２２年度沼田町一般会計補正予算

について。平成２２年度沼田町一般会計補正予算を別冊のとおり提出する。平成２

２年９月１６日提出、町長名でございます。 

 別冊の一般会計補正予算第４号の１頁お開きを願いたいと思います。 

［以下、議案の朗読（２項省略）］ 

○財政課長（辻山典哉課長）まず９頁歳出の方お開き願いたいと思います。まず歳

出２款の総務費でありますが、１目の一般管理費であります。４２万円の減額とし

てございます。これにつきましては賃金の減でありますが、総務課に配属をいたし

ております、臨時職員賃金の内３か月分を国勢調査の経費で賄うために減額をした

ものでございます。 

 次に１３目地域安全対策費でありますが、４０万７千円の補正増でございます。

これにつきましては、ＪＡの共済連より寄贈を受けます交通安全セットカー、これ

の登録時の経費及びアンプスピーカーの機械器具、これらの経費を計上したもので

ございます。 

 次５項統計調査費の１目統計調査費でありますが、４万３千円の減でございます。

報酬につきまして３０万９千円減額いたしてございますけれども、調査員報酬の減

額に併せて指導員の報酬を減額を致しまして、これにつきまして職員費の財源とす

ることとしたものでございます。賃金につきましては２６万１千円の増でございま

すが、先程申し上げましたとおり、一般管理費において減額した部分を統計調査の

方で受けたものでございます。 

 次の頁お開き願いたいと思います。３款民生費でありますが、３目の介護支援費、

２３万９千円を追加をしたものでございます。１３節委託料でありますが、パワリ

ハの器具の移設の委託料として１８万９千円増額をしてございます。これにつきま

してはパワリハ器具の移設経費ではありますけれども、現在デイサービスセンター

に設置がなされてございますが、実際のところ手狭でございまして、今後ふれあい

に移設を致しまして、特定高齢者に対する事業を実施することとするものでござい
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ます。 

 次に１９節の負担金補助及び交付金でありますが、５万円の補正でございます。

訪問看護交通費助成事業負担金でございますが、これは新規政策事業でございます。

１０月からスタートいたします訪問看護サブステーションにおいて、訪問看護利用

の低所得者、住民税非課税世帯に対して、個人負担となります交通費この全額を助

成することとしたものでございます。 

 次４目の障害者福祉費でありますが、８３万１千円これにつきましては償還金が

主でございまして、過年度分の障害者の自立支援、あるいは医療費、地域生活支援

事業等の国費の返還分でございます。 

 次の頁お開き願いたいと思います。４款の衛生費でありますが、１目保健衛生費、

１億６４８１万６千円の追加補正でございます。厚生病院の運営に係ります損失助

成補助金でありますけれども、厚生病院に係ります２１年度分、損失助成金につき

ましては去る７月７日に北海道厚生連より要請があったところでございます。収支

につきましては、収入３億９０９４万６９５９円、これに対しまして費用が５億６

２７６万２８４１円、差し引き収支１億７１８１万５８８２円が損失額という風に

なってございます。助成額はこの損失額から町が別段で支弁をいたしました、医師

確保対策補助金７００万円、これを差し引きました１億６４８１万５８８２円、こ

れが要請額となってございまして、予算額に致しますと１億６４８１万６千円を計

上したものでございます。 

 なお、財源でありますけれども特別交付税１２月ルール分とされました地財に基

づきまして、不採算地区７４床に対して１２３万、１床当たりですね、これで９１

０２万円、それから救急告示分、１病院に対して３２９０万、それから空床として

持っております、救急分の３床単価が１６９万７千円、これで５０９万１千円、合

わせまして１億２９０１万１千円を特別交付税として充当致しまして、差し引き不

足額３５８０万５千円につきましては普通交付税を充当してございます。 

 続きまして６款の農林水産業費でありますが、１目の農業委員会費で２９９万４

千円の増額補正でございます。まず１９節でありますが２９７万１千円の補正であ

ります。まず１点目北海道自治体情報システム協議会の負担金として６３万円の計

上を致してございます。これにつきましては農地法の改正、平成２１年１２月でご

ざいますが、これに対応した農地基本台帳システムの改修費用でございます。次に

農地情報共有化支援事業補助金で２３４万１千円でございます。これにつきまして

は町、ＪＡ、改良区これらの農地情報を集約、マッピングする事業でございまして、

事業主体につきましては町担い手育成総合支援協議会でございます。 

なお、財源につきましてはいずれも農業委員会活動費補助金で支弁されるもので

ございます。 
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次に２目の農業総務費でありますが、８３９万７千の追加でございます。中山間

地域等直接支払交付金でありますが、行政報告にもございましたとおり、第３期対

策からの制度改正に伴います、一段の農用地の緩和に伴う増額に合わせまして当初

関係斜地に関しては道予算の都合上、全面積の２％カットということで算出されて

おりましたけれども、１００％での交付が決定したことによりまして、差額分の増

額補正を行ったものでございます。 

次の頁お開きを願いたいと思います。９目の基幹水利施設管理事業費であります

が、４８万３千円追加を致してございます。１１節の需用費で１０５万６千円、光

熱水費として増額をしてございますけれども、恵比島の揚水機場におけます揚水ポ

ンプ、この稼動の増による電気料の増額となってございます。 

次１２目の就農支援実習農場運営費でありますが、補正額は出てございませんで

実効予算としての節の組み換えをしたものでございます。報償費につきましては少

年の入所実態に即した人数により減額補正をしたものでございます。委託料につき

ましては少年の人数減によります栽培管理の委託を増額をしたものでございます。

原材料費につきましては菌床の値引き、あるいは牧草肥料等の減額によるものでご

ざいます。 

２項林業費の１目林業費でありますが、２０万円の補正でございまして、工事請

負費として、幌新森林道の復旧工事という形で補正をしてございます。７月２９日

から３０日にかけての豪雨によりまして法面の崩れが３６㎡ほどございまして、こ

れを放置いたしますと融雪時に被害拡大の恐れがあるという事から、復旧をするも

のでございます。 

次の頁お開き願いたいと思います。８款の土木費１目の道路橋梁維持費でありま

すが、３７０万円の追加補正でございます。いずれも委託料としての補正でござい

ますが、まずひとつめ、町道維持管理委託料で１７０万円の増をしてございます。

これにつきましても７月２９日からの豪雨によりまして、町道の被災６箇所、いず

れも路盤の砂利が流出、流される被害、排水溝の閉塞、横断管の閉塞、こういった

ものなど小規模な維持的な被災であることから、町道の維持管理委託料を増額して、

対応することとしたものでごいざいます。その他夏維持に係ります燃料費の差額と

併せて１７０万の増額補正としたものでございます。 

次に町道除雪業務の委託料として２００万円の増額をしてございます。これにつ

きましては、燃料単価の高騰によります差額の計上でございます。当初予算編成時

単価との現状との乖離が１５円ほど軽油に致しますとございまして、現時点単価を

踏まえた委託料の増額としたものでございます。 

次に３項河川費１目の河川総務費でありますが、１５０万円増額を致したもので

ございます。工事請負費と致しまして、アイヌ沢のアイヌ沢川の法面補修工事でご
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ざいます。アイヌ沢川は真布川の支流、普通河川でございますけれども、７月２９

日からの豪雨によりまして、河川の法面が１２メートル程度渡って、洗掘崩壊をし

てるところでございます。このまま放置を致しますと、翌春の融雪によりまして隣

地の水田に被害が及び耕作に支障がでる恐れがあるという事から復旧をするもので

ございます。 

次に９款消防費の２目防災費でありますが、３０万４千円追加を致してございま

す。これにつきましては、本通４丁目に建設中のハスコートに係ります防災無線個

別受信機８戸分の購入及び取り付け費用でございます。 

次に飛びまして、１５頁まで飛んでいただきます。１２款の諸支出金であります

が、４目振興基金費であります。２３３万２千円振興基金の積立金の増として計上

したものでありますが、これにつきましては工業団地用地の売却収入を財源に基金

に積立ることとしたものでございます。歳入の方でご説明申し上げますが、インベ

ントが新たな事業展開するための用地として取得をする用地、売払い代金２４２万

６千円を歳入の方で計上しておりますが、用地の分筆登記委託料の経費を差し引い

た２３３万２千円、これを振興基金に積立をさせていただくものでございます。以

上で歳出説明とさせていただきまして、次に歳入の方をご説明申し上げます。 

７頁までお戻りを頂きたいと思います。歳入でありますが、まず交付税を飛ばし

まして、１６款道支出金でございます。５目の農林水産業費道補助金で、９５８万

７千円の収入増でございます。農業費の補助金であります。基幹水利施設管理事業

補助金で２８万９千円、これは事業費４８万３千円の増額補正に対する６０％分の

収入でございます。中山間地域直接、中山間地域等の直接支払交付金増、６２９万

７千円につきましては、事業費８３９万７千円の増額補正に対する７５％分の収入

でございます。それから農業委員会等活動促進事業補助金増、３００万１千円につ

きましては、農地基本台帳システム修正に係りますものが６６万、農地情報共有化

支援事業に係るものが２３４万１千円となってございまして、いずれも事業費の１

００％補助となっているものでございます。 

歳入、次の頁お開き願いたいと思います。１７款財産収入でありますが、１目不

動産売払い収入でございます。先程歳出の方で積立でお話しを申し上げました、工

業団地用地の売却収入でございます。インベントが新たな事業展開するための用地

として売却するのもでございます。㎡当たり単価４１０円、これは中小機構単価で

ございます。面積は５９１６．５㎡でございます。 

７頁に戻っていただきまして交付税でございます。交付税につきましてはそれぞ

れ特定財源を充当いたしまして、なお財源不足になる額１億７４５１万９千円を地

方交付税を増額して、収支の均衡を図ったものでございます。内先程申し上げまし

たとおり、厚生病院に対する損失金の助成に係る特別交付税、これが１億２９０１
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万１千円、この中に見込んでいるものでございます。以上提案理由とさせていただ

きまして、よろしくご審議の程をお願い申し上げます。以上でございます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第６７号は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり決しま

した。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１１、議案第６８号。平成２２年度沼田町水道事業

会計補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。建設課長。 

○建設課長（谷口 勲課長）議案第６８号。平成２２年度沼田町水道事業会計補正

予算について。平成２２年度沼田町水道事業会計補正予算を別冊のとおり提出する。

平成２２年９月１６日提出、町長名でございます。 

 別冊補正予算書をご覧頂きたいと思います。 

［以下、議案の朗読（２条省略）］ 

○建設課長（谷口 勲課長）９頁をお開き頂きたいと思います。資本的支出の、失

礼６頁です。資本的支出の１項１目排水設備改良費、工事請負費３３６万円の増額

でございます。配水地計装設備更新工事をですね、取り止めまして、１３０２万円

を取り止めまして、水道監視装置更新工事を増額いたします。１６３８万円、その

差額をですね３３６万円増額補正を致します。 

 提案理由を説明いたします。本年度から配水地ポンプ場の計装施設等をですね、

６年間で更新する計画をしております。本年は配水地の流量計、水位計を更新する

予定でしたが、来年度予定しておりました中央監視装置が故障発生致しまして、交

換部品が経年により、製造中止となっておりまして修理不能となってしまい、現在

は暫定的にメーカーのですね中古品を借りて運用している状況でございます。いつ

故障が発生するか分からない状況でございますので、緊急にですね監視装置の更新

工事１６３８万円を本年実施することとし、本年度予定しておりました流量計、水

位計を工事費が集中するということを避けるために、工事費の支出を集中するとい
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うことを避けるためにですね、流量計、水位計の更新工事１３０２万円を中止いた

しまして、その差額３３６万円を増額することの補正でございます。以上説明申し

上げますので、ご審議の程よろしくお願い申し上げます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第６８号は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり決しま

した。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１２、議案第６９号。教育委員会委員の任命につい

てを議題と致します。提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（西田篤正町長）議案第６９号、教育委員会委員の任命についてであります

けれども、現委員岡田聖人氏の任期が平成２２年１０月の１７日で満了になります

ので、その後任として下記の者を教育委員会委員に任命したいから地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定によって議会の同意を求めるもので

あります。基本的には現委員の岡田聖人氏を再任ということで提案をしたいという

風に思います。住所沼田町字更新２１２８番地、お名前は岡田聖人、昭和３３年６

月１６日生まれ、提案理由はですね、平成１４年から現在の任期が終わりますと２

期８年間務めることになりますけれども、人物それから所見共に教育委員として実

績が素晴らしい実績を挙げておりますので、再度ご提案を申し上げたいという風に

思います。平成２２年９月１６日提出、町長名であります。よろしくお願いを申し

上げます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第６９号は原案のとおり同意することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって本案は同意することに決し

ました。ここで暫時休憩致します。 

休憩１６時１５分 

 

再開１６時１６分 

（日程の追加） 

○議長（杉本邦雄議長）再開致します。議事日程の追加についてお諮り致します。

只今意見案第８号道路の整備に関する意見書案について、他３件の追加案件が提出

されました。この際、これを日程に追加致したいと思います。これに異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって日程第１３、意見案第８号、

道路の整備に関する意見書案について、日程第１４、意見案第９号、森林・林業政

策の早急かつ確実な推進に関する意見書案について、日程第１５、意見案第１０号、

Ｂ型肝炎問題の早期全面解決を求める意見書案について、日程第１６、閉会中の所

管事務調査の申し出についてを日程に追加することを決しました。 

 

（意見案の審議） 

○議長（杉本邦雄議長）意見書案の一括議題についてお諮り致します。この際意見

案第８号から第１０号までを一括して議題にしたいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって意見案第８号から１０号は

一括して議題とすることに決しました。 

提案者より説明を求めるところですが、この際、説明、質疑、討論を省略致した

いと思います。これに異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって説明、質疑、討論を省略す

ることに決しました。それでは意見案３件を一括して採決致します。お諮り致しま

す。只今の意見案３件は原案のとおり関係機関に提出することに決定してご異議あ

りませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって原案通り関係機関に提出す

ることに決しました。 

 

（閉会中の所管事務調査の申し出） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１６、閉会中の所管事務調査の申し出についてを議

題と致します。お諮り致します。本件は産建民生常任委員会の調査終了まで閉会中

の所管事務調査の申し出であります。説明を省略し、これを許可することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）異議なしと認めます。よって、本件は許可することに決し

ました。 

 

 

（閉 会 宣 言） 

○議長（杉本邦雄議長）以上で、本定例会に付記された案件は全て終了しました。

これにて平成２２年第３回沼田町議会定例会を閉会致します。ご苦労様でした。 

 

１６時１８分 閉会 
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会議の経過を記載し、その内容に相違ないことを証するためにここに署名する。 
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